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　プロローグ




　やあ大たい兎と。

　やあ大兎。




　ウサギが言ってくる。




　やあ大兎。

　やあ大兎。




　黒いウサギが言ってくる。




　やあ大兎。

　やあ大兎。




　いつか天てん魔まと呼ばれた黒い、ウサギが──







　第一章　初夜の生徒会長




　ドレスを着た美み雷らいが、真っ赤な顔をしている。

　場所は月げつ光こうの自室。

　ベッドの上で。

　恥はずかしそうに顔を赤らめる美雷が、こちらを見上げて、言う。

「……あ、あのあの、それで、これからあの、どうするのかな？」

　なんて、問いかけてくる。

　それを月光は見下ろし、それから、

「ふむ」

　と、小さくうなずく。

　目線を美雷から逸そらし、窓の、外へと向ける。

　カーテンが開いていて、外は暗く、静まり返っている。

　その夜の空を見上げてふと、思い出す。

　それは美雷と初めて出会ったときのことを。日向ひなたが呼び出した使い魔として現れた悪魔──アンドゥのミライのことを。

　月光は窓を見たまま、言う。

「……初めておまえに会ったとき」

「ほえ？」

「おまえが俺を殺すために、そのベランダに現れたとき」

「あ、うん」

「おまえ、全ぜん裸らだったよな？」

　瞬しゆん間かん、

「それ思い出しちゃだめぇええええええ！」

　と、美雷がベッドからうるさく叫さけぶ。

　ベッドのほうを見ると、やはり顔を真っ赤にした美雷が怒おこったように立ち上がっていて、

「そ、それにあたしは全裸じゃなかったもんねーだ！　んと、えと、ちゃんと稲いな妻ずまを全身にまとってたしね！」

「いや、ほぼ全裸だったろ」

「それにそれに、あの、あたしを全裸にしたのは、ゲッコーじゃん！」

　と、責めるように言う。

　確かに彼女から凶剣スペル・エラーで力を奪うばい、稲妻を引きはがして全裸にしたのは、自分だった。そして無力化した裸はだかの美雷をさらに脅おどして、理り不ふ尽じんな契けい約やくも結んだ。

　通常なら、悪魔に願いを叶かなえてもらうために、人間は自分が最も大切にしているものを《生いけ贄にえ》として捧ささげるはずなのだが──

　しかし、あのとき自分が捧げたのは、美雷の命だった。

　そのときの自分の言葉を思い出す。

　確かあのとき自分は、こう言った。

『別に俺はどちらでもいい。契約したくなければここでおまえを殺すだけだ。さあさっさと選べ。おまえはどうしたい？　生きて俺の奴ど隷れいになるか。それともこの場で孤こ独どくに死ぬか』

　そして美雷は、その契約を、受け入れた。

　通常なら成立しようがない滅め茶ちや苦く茶ちやな契約は、しかしどういうわけか成功し、美雷は月光の使い魔になった。

　あんな、美雷にとってなんのメリットもない契約をしたのに、彼女は一生懸けん命めい彼についてきてくれて。

　月光は彼女に、なにも捧げていないのに、彼女は彼のために泣いたり、叫んだりと毎日うるさくて。

「…………」

　月光はその、美雷の顔を見つめる。

　いつもキャーキャーわめいて、部屋の片付けもろくにできなくて、お菓か子しばっかり食べてる少女を。

　でも、いつも自分を裏切らずに、そばにいてくれる、彼女のかわいらしい顔を見下ろして──

「美雷」

　と、名前を呼んだ。

　すると美雷はこちらを見上げ、

「あう？」

　間ま抜ぬけな返事をする。

　それに月光は苦く笑しようしてから、

「……契約を、やり直すぞ。おまえに俺の、すべてをやる」

「え？　え？」

　と、驚おどろいたように言う彼女を制して、月光は続ける。

「前の契約はなしだ。で、ちゃんとした、新たな契約をする。どうしたらいい？」

　そう、言って。

　すると美雷がこちらを見つめてから、言う。

「すべてって……ゲッコーの大切なものを全部、あたしにくれるってこと？」

「そうだ」

「悪魔として、ちゃんと契約してくれるってこと？」

「ああ」

「そ、それはでも、あの、月光の命とか、大切な人の命とかを全部……」

　が、遮さえぎって月光は言う。

「問題ない。おまえに全部やる。俺はおまえを、信じてるからな」

「…………」

　それで、美雷は沈ちん黙もくしてしまう。

　困ったような、それでいて嬉うれしそうな顔になり、最後に、

「……え、えへへへへ……」

　と、あほそうに笑う。

「ゲッコー」

「なんだ」

「あの、あたしね」

「ああ」

「幸せだなー」

「ああ？」

「あの、そういう契約は、ほとんどの悪魔が、できないから」

「どういうことだ？」

「あ、あたしね、ゲッコーが、す、す───……すすすすす……」

　と、急に言葉を詰つまらせる美雷に、月光はあっさり言う。

「好きなんだろう？　それがどうした？」

「ちょ、あの、簡単に言いすぎだよ！」

「いいから話を進めろ。俺たちには時間がないんだぞ」

　と、先をうながす。

　時間がないのは、本当なのだ。

　なにせこの世界にはもう、あと、四日しか残り時間がないのだ。

　だからこそ、自分が誰だれを好きで、なにを大切にするかを早急に決める必要があるとも言えるし、どうせ消えるのならそれら全部が意味がないとも、言える。

　だが、自分が選せん択たくしようとしているのは、前者だった。

　自分が誰を好きで、なにを大切にしているか？

　美雷が、続けた。

「……あの、は、話を続けるとね」

「ああ」

「お互たがいをその、好き合ってね……あの、お互いのね、最も大切なものを《生け贄》に捧げあって、一つになって喰くいあうの……そうしたら……」

「そうしたら？」

「本当に本当の契約が完成する……あたしはゲッコーのものに。ゲッコーは……」

「おまえのものになる？」

「うん。命も、体も、夢も、希望も……全部。でもそれって、ほんとにほんとに、ず───っと一いつ緒しよになっちゃうんだ。魂たましいごと、融ゆう合ごうしちゃうから、ずっと関係が続くようになっちゃうの。だから、あの、ゲッコー」

　と、美雷が言う。

　それに月光は、答える。

「なんだ？」

「あの……ほんとにあたしで、いいかな？」

　ちょっとだけ心配するような顔で、彼女はそんなことを聞いてくる。

　彼女がこんな顔をするということは、それだけこの契約は、大きなものなのだろう。

　決して引き返すことのできない、一度結んでしまえば、取り返しのつかないものなのだろう。

　さらにこの契約をしたことによって、どうなるかすら、月光は知らされていないのだ。

　もしかしたら、美雷も知らないかもしれない。

　美雷の母親の話では、大きな力が手に入ると言っていたが、しかし、それも本当かどうか、わからない。

　だがそれも、もうどうでもよかった。

　なにせ四日後には、世界が消えてしまうのだ。

　なら、

「……大切なものがなんなのかを、さっさと決めろ、か」

　と、月光は小さく呟つぶやく。

　するとそれが聞こえなかったのか、美雷がやはり不安そうな顔のまま、

「え？」

　と聞いてくるので、彼はその、彼女の顔を見つめて、言った。

「……なぁ美雷」

「う？」

「そんな不安そうな顔をするな。俺は……」

　と一歩前に進んで、美雷の頭にそっと触ふれると、言った。

「俺は、おまえがいい」

「あう」

　美雷の頰ほおが、さらに赤く染まる。

「あうあうあうあ、あ、あのあの」

「もう、黙だまれ、契約の手順だけ、言え……」

「あ、あの、お互いが一番大切にしているものを宣言して、その《生け贄》を、口づけで交こう換かん……」

「そうか。おまえが一番大切にしてるものは、なんだ？」

　その、問いに、美雷が震ふるえる。恥はずかしそうに目をぎゅっとつぶって、

「え、えと……げ、ゲッコー」

　などと、言う。

　この期ごに及およんで、彼女が一番大切にしているものは、彼なのだという。

　その、目を閉じた美雷を月光は見つめ、小さく微笑ほほえみ、唇くちびるを彼女の唇へと近づけていく。

　すると美雷が、言う。

「あ、あの、ゲッコーのは？　あのあの、ゲッコーのも、聞かないと、契約が成立しないんだけど」

「…………」

「ちょ、ゲッコー、大切にしてるものを、言ってくれないと……自分の、命だとか……大切にしてる家族だとか……」

　だがその問いに、月光は言った。

「前と、同じだ」

「え？」

「前と、同じ」

「そ、そそそそそ、それって、あたしってこと？　あのあの」

「前よりも強い気持ちで、《生いけ贄にえ》を捧ささげよう。さあ、契けい約やくを交かわせ、アンドゥのミライ」
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　と、彼女の体を抱だき寄せて、

「おまえは、俺のものだ」

「あ……」

　そして月光は美雷に口づけをし、ベッドに押し倒たおした。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　深夜。

　誰もいない夜の教室に、女の子と二人きり。

　鉄くろがね大たい兎とは教室の一番後ろの自分の席から、黒板の前に立っている少女の姿を眺ながめている。

「…………」

　少女は──サイトヒメアは、異常なほどに美しい。

　白い肌はだ。

　華きや奢しやな体。

　整った目鼻立ち。

　窓から入ってくる月明かりに照らされて、七色に輝く薄桃ラベンダー色の長い髪かみ。

「……た～いと♡」

　と、彼女はこちらを見て、嬉しそうに笑う。

　大兎はそれに、

「…………」

　答えない。

　ただ、机に頰ほお杖づえをついてぼんやりとヒメアの美しい姿を見つめ、それから窓の外へと目をやる。

　月が輝く空。

　暗い校庭。

　そして、その向こうに広がる、世界。

　その世界が、もう、ついこの間とはまるで違ちがうものに、見える。

　記き憶おくが戻もどったから。

　すべての記憶が、戻ったから。

　きっかけは、ヒメアの言葉だった。

　不安そうな顔で彼女が言った、言葉。

『遠い昔にクロスと契約して──《預言》を描えがいた神を殺して未来を消したのは──大兎……あなたなのよ？』

　最初、その言葉の意味がわからなかった。

　それがわかるだけの情報を、大兎は持っていなかった。

　だがすぐに自分の体に異変が起きた。

　まるで彼女のその言葉でスイッチが入ってしまい、暗くら闇やみの中心に明かりが灯ともったかのように、すべての景色が不気味なほどに意味を持ち、色づき始めて。

「…………」

　大兎はその、真実を知った。

　この世界が存在する意味を。

　この世界が、向かう未来を。

　自分がやろうとしていることを──

「たーいと♡」

　またヒメアが名を呼ぶ。

　それに大兎は顔をあげ、

「……なに？」

「えと、その……大兎が一緒にいてくれて、嬉うれしい」

　なぜか照れたような顔で、彼女はそう言う。それから少し、そわそわしたような様子で、

「……あ、あの、近くにいっていいかな？」

　それに大兎は苦笑して、

「いつもは気にせず近くにくるくせに」

「そうだけど……でも、記憶が戻った大兎に会うのは、久しぶりだから……」

　なんて言って。

　それに大兎はヒメアを見つめ、手を差し出して、

「おいで」

　と、言う。

　するとヒメアはまた、照れたように顔を赤らめてから、

「うん！」

　と、近づいてきて、大兎の手を取る。つかむ。それを大兎は引き寄せる。ヒメアが胸に抱きついてくる。ぎゅっと、強く抱きついてきて、言う。

「……大兎、大好き」

「うん」

「この日がくるの、待ってたんだよ」

「待たせた」

「一生懸けん命めい、私、一人でね、大兎が描いた計画が真っ直すぐ進むように頑がん張ばって──」

　それに大兎はヒメアの頭をなでて、

「ああ、わかってる」

　と、大兎は呟く。

　それからまた、窓の外を見る。

「でも、あと四日だ。四日で全部終わる」

「うん」

「四日後に俺が《幸福》を発動して、《預言》に代わる新しい世界を作れば──」

　とそこで、ガララっと、教室の扉とびらが開く音がする。

　大兎はそちらを、見ない。

　そこに誰だれがいるのかはもう、すでに《預言》に書かれていたから。

　自分が描いた部分の《預言》に、書かれていたから。
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　そこにいるのは黒くろ守すで。

　そして黒守は、

「……やあ、クロガネタイト。記憶が戻ったようですねぇ。あなたに会うのは──何百年ぶりでしょう？」

　と、言う。

　大兎は答える。

「記憶が戻ったばかりだから、俺の中では十六年ぶりくらいに感じるよ。この、人間の体の、鉄大兎が生まれてから、今日までくらいの時間分」

「へぇ。そういうものなんですか」

「そういうものらしい。それどころかまだ、鉄大兎の感情も、思想も残ってる。徐じよ々じよに、徐々に、消えていくとは思うけれど……」

　と、大兎は自分の胸を押さえて、言う。

　自分の中の感情を。

　たとえば妹を大切に思っているとか、家族を守りたいだとか、月光や、美雷、泉いずみやセルジュ、ハスガ、仲間たちに感じている信しん頼らい感かんのようなものが胸の奥にあって──

　だが、そのすべてに、意味はないはずだった。

　なにせそのすべてを、自分はコントロールしているはずなのだから。

　黒守が、言う。

「自分が作った魔ま術じゆつ式に振ふり回され、引きずられる──っていうのは、二流の魔術師にはよくあることですが」

　それに大兎は、黒守を振り返って、笑えみを浮うかべる。

「俺は二流なんでね」

「あなたが二流の魔術師じゃ、一流はこの世にいませんよ」

「はは。で？　なんの用だ？」

「いやー、記憶を戻したあなたに、確かく認にんをしたくて」

「確認？」

「ええ。あなたに力を貸す代わりに、僕の願いを叶かなえてくれるという約束は、守られるんでしょうか？」

　その言葉に、大兎は頭の中に復活しつつある、記憶を探さぐる。

　それは古い記憶。

　古い古い記憶。

　クロス・フィリエルという若く、優ゆう秀しゆうな魔術師と、その魔術師が命を懸かけて願った、夢についての、記憶。

　だがそれは、ひどく単純な物語だった。

　とても単純な、恋こいの物語だった。

　クロスが一人の女と恋に落ち、欲深くもその女との、永遠を求めたのだ。

　恋は消えるから美しいのに。

　人間は消えるからこそ、意味を持てるのに。

　この男は永遠などという、拷ごう問もんとしか思えない未来を選せん択たくしたがって。

「…………」

　大兎はぐるりと視線を回す。

　自分の記憶を探るように。

　自分の周囲に張り巡めぐらされている、《預言》を確認するように。

　するとすぐに映像が浮かぶ。

　記憶が再生する。

　クロスの記憶。

　クロスについての、記録。




　クロス・フィリエルは、エキドナという名の魔物と恋に落ちた。

　エキドナは《魔女たちの園テンペロン・クローリー》を生み出した、すべての魔女たちの母で、だが、人間と恋をした。

　しかし長い生を与あたえられていたエキドナにも寿じゆ命みようがあり、死を迎むかえることになった。

　この世に死を避さけられる者などあるわけがなく、それが、この世界を美しく回すための、唯ゆい一いつの原動力のはずだった。

　すべてのものは死に、また、生まれる。

　魂たましいが循じゆん環かんして、無限に《預言》を描くための原動力になるのだ。

　だが、若い魔術師はその死を、受け入れることができなかった。

　愛した女の死を、受け入れることができなかった。

　だからエキドナの死を、止めることにした。

　そのせいでなにもかもが壊こわれようが、そんなことはどうでもよかった。

　なぜなら、欲ほしいから。

　エキドナとの永遠が欲しいから。

　だからまず、エキドナの体を、死の魔術式から隔かく離りした。そして、リール・リールという名の少女の姿へと封ふうじて、彼女の時間を、止めた。

　さらに、この世界の中心に描かれている、《預言》を司つかさどる存在を探し始めた。

　すべての運命を、すべての未来を生み出している巨きよ大だいな魔力の塊かたまりを、探し始めた。

　それが神なのか、悪魔なのか、それはわからなかったが、欲望に突つき動かされているだけの若い魔術師にとっては、どうでもいいことだった。

　エキドナの死を、なくしてくれるのなら。

　エキドナと自分の永遠を、約束してくれるのなら、相手が何者だろうと、どうでもよかった。

　やがて若い魔術師は、たどりつく。

　普ふ通つうでは絶対にたどりつけないはずの、世界の真実へとたどりついてしまう。

　この世界の、中心に。

　魔力の源に。

《預言》を描き出していた神──《天てん魔まのウサギ》と呼ばれる存在に、接せつ触しよくすることに成功してしまう。

　だが、《天魔のウサギ》に、意識はなかった。少なくとも人間が意思の疎そ通つうを図はかることができるような存在では、なかった。

　ただ、ただ、《預言》を描えがき出すためだけに蠢うごめいている、魔力の塊で。

　それでもクロスは、その魔力の塊にアクセスする方法を探した。魔力の塊が描く未来が変わるように、必死にあがいた。

　しかし、結局なにもできなかった。

　そして《天魔のウサギ》にアクセスすることをあきらめた若い魔術師は、やり方を変える。

　エキドナと自分の永遠を約束してくれないのなら、《天魔のウサギ》と、そのウサギが生み出す《預言》自体を、破は壊かいしてしまおう、などと考え始める。

《預言》を破壊してしまっては、《預言》に書かれることによって生み出されていたこの世界ごと消えてしまうかもしれないのに、やはり若い魔術師はそれもどうでもよかった。

　エキドナとの永遠さえあれば。

　愛するエキドナの命さえ守れれば、それでよかった。

　そして若い魔術師は──




　クロス・フィリエルは──




　世界を売りに──《天魔のウサギ》を殺すことができるだけの力を持った存在と契けい約やくしに、《月の裏側の神》のもとへとやってきた。




「…………」

　大兎は、教室の入り口へと目を向ける。

　するとそこには、黒い帽ぼう子しに、黒いスーツを着き込こんだ、数百年前に会ったときと同じくらいの年ねん齢れいに見える若い魔術師が立っている。

　黒守・フィリエル・優ゆう一いちだ。

　大兎はその、黒守を見て、笑う。

「まだ、その姿のままなのか」

「スーツが、好きなんでね」

「スーツの話じゃないよ。見た目と、年齢」

　それに黒守は自分の体に手をあて、

「目を覚ましたエキドナが、僕を僕だとわからなかったら、困るでしょう？」

　なんて言葉に、大兎はまた笑う。

「エキドナ、エキドナ、エキドナね。言う言葉も、前と変わらない。人間は相変わらず欲深く、幼よう稚ちで、成長がないな」

　そう言うと、黒守はにこにこと笑って言う。

「そしてそんな人間に、あなたも自分の魂を、入れた。それはその人間の、際限のない欲深さが無限の力を生むと知っているから。どうです？　たった十六年で、あなたの中の、なにかは変わりましたか？」

　そう、問われて。

　大兎は、自分の掌てのひらを、見る。人間の体を、見る。それから横にいるヒメアに、

「……俺は、変わったか？」

　そう聞くと、ヒメアはうっとりとした顔で、言ってくる。

「……大兎は、いつもかっこいいよ」

　それに大兎は苦く笑しようして、

「いや、そういう話をしてるんじゃ、ないんだけどね」

　すると、

「その、口調……」

　と、ヒメアが言う。

「その優やさしい口調は、ちょっと、人間っぽいかも」

「ん？」

「前の大兎は、もっと絶対的な感じだったから。でも、いまの大兎は」

「うん」

「ずっと、優しい」

　と、彼女は胸に頰ほおを埋うずめてくる。彼女の匂においが近くなる。柔やわらかい感触が胸に当たって、それに自分の体が反応するのを、感じる。

　それは性欲や、愛情や、いろいろと入り交じった人間らしい感情で。

　そしてそれがひどく、心ここ地ちが良かった。

　圧あつ倒とう的てきな、生きる意味を感じる。

　生きている理由を感じる。

　月の裏側で、『自分が生まれ、存在している理由がわからない』と叫さけんで、孤こ独どくに震ふるえていた《最古の魔女ラミエル・リリス》を救う──それしか考えていなかったときよりもずっと、ずっと、大きな意味が自分の中に感じられて──

「なるほど。これほど大きな生きる意味が簡単に見つけられるのは、確かにすごいけれど」

　大兎は、呟つぶやく。

　これじゃあ、もしも人間になれたら、《最古の魔女ラミエル・リリス》は毎日笑って暮らせるかもしれない──なんてことを、思う。

　もちろんもう、《最古の魔女ラミエル・リリス》は存在しないが。

　あまりにも辛つらい辛いと叫ぶので、その辛さを止めるために、大兎が、食べてしまったから。

　すべての苦痛を受け止めるために、食べてしまったから。

　だから彼女はいま、自分の中にいる。自分の中で、この、人間らしさを感じているはずだ。

　それを想おもい、大兎は胸を押さえて、言う。

「……君は、喜んでるかな？」

　するとそれに、横からヒメアが大兎の頰をつねってくる。

「大兎」

　彼がヒメアのほうを見ると、彼女は少しだけ怒おこったように、頰を膨ふくらませている。

「……いま、他ほかの女のこと考えてたでしょう？」

　それに大兎は笑って、言う。

「いや、俺たちの作り主のことだよ」

「あれも女だったじゃない」

「ああ、あれって女だったのか」

「それに大兎は……彼女が好きだったし……」

　確かに、好きだった。

　だがそれは、

「ヒメアも同じだろう？　俺も、ヒメアも、ハルカも、彼女が寂さみしがらないよう、彼女に生み出された木で偶く人形だったんだから」

「……それは、そうだけど」

「で、みんなで彼女の不幸を止めた」

「……うん」

「でも物語は終わらない。なにかを達成したからといって、エンドロールが流れてはい終しゆう了りよう、とはならない。だから次は、残ってしまった俺らが幸福になるための場所を作らなければならないのだけど、その前に……」

　そこで大兎は、立ち上がる。

　それから黒守のほうを見る。

「君との契約を、守ろうか。エキドナを生き返らせて、こことは別の理ことわりで運営されている、魔ま術じゆつ世界へ飛びたいんだよね？」

　その問いに、黒守はうなずく。

「ええ。そのための準備も、全部終えてます。エデルカの主あるじにすべての次元の魔術師たちの願いを集めさせて力を溜ため、エキドナを復活させることができるだけの量は集まっています──そしてエキドナの依より代しろになることができるだけの力を持った魔女たちも、そろっている」

　と、言う。

　そのまま黒守は、自分の背後を指差す。

　するとそこには、何人もの魔女たちが、立っている。

《魔女たちの園テンペロン・クローリー》に所属している魔女たちで、その中には、エキドナの娘むすめと呼ばれていたアンナや、月光に恋こいしているリーネとかいう名の少女も、いた。

　そしてその全員が、虚うつろな顔をしている。

　魂たましいの動きを停止され、エキドナの魂を受け入れることができるようにされている。

　それを見せてから、黒守が言う。

「……四日後。かつて《天てん魔まのウサギ》が描いた《預言》の残りがすべてなくなってしまう、運命の時に、僕と、エキドナだけを別の理ことわりへ弾はじいてください」

「二人だけで永遠に生きられる次元を、俺に作れって？」

「ええ」

「それをするためだけに全部を俺に売って。この世界の神を、俺に殺させたんだから？」

　それに、黒守はうなずく。

「ええ、そうです。そしていま、人間の中に入っているあなたには、そうしたくなる僕の感情が、理解できるでしょう？」

　と、そう言ってくる。

　そして確かにいまは、それが簡単に理解できる。

　愛する者のために、すべてを捨ててしまってもいいと、あっさり思える思考回路が。

　欲望が。

　感情が。

　この、人間という生き物は、そういうふうに作られているのだ。

　それを正解と思い込むように、作られている。

　だからこそ、際限なく欲望が膨らむ。

　神が作った《預言》を壊こわしてしまうほどに、欲望が膨らむ。

　そしてそれに。

　その、強い生きる意味を持った存在に、大兎は──

　いや、《月の裏側》で毎日絶望だけを感じていた、ラミエル・リリスは、クロガネタイトは、サイトヒメアは、シグレハルカは──その、人間の生きる意味に、憧あこがれを感じた。

　憧れ、欲しい欲しいとそれに手を出して喰くらい、そして、

「…………」

　すべてを壊してしまった。

　結果、あと四日ですべては終わる。

　あと四日で、新しい《預言》を生み出さなければ、なにもかもが終わる。

　だが、それももう、問題はなかった。

　すべての人間の欲望や生きる意味を取り込んで、自分とヒメアの二人だけで生きる魔術式を、作り終わっているのだから。

《幸福》──と呼ばれる、魔法。

　なにもかもを取り込み、もう、絶望も、寂さびしさも感じなくてすむ魔法は。

　で、黒守はそこから自分たちだけは弾いてくれと、頼たのんできている。

　別の次元で、エキドナと二人で生きさせてくれ、と。

　そして黒守自身が数百年前、その方法をわざわざ、大兎に教えにきたのだ。

《最古の魔女ラミエル・リリス》を殺して救う方法。

《天魔のウサギ》を殺して潰つぶす方法。

《預言》に代わる《幸福》という魔法を生み出す方法。

　そのすべての魔術式を考案し、そして黒守はこう言った。

『僕には魔法を作りだす知識がある。なにもかもを変える魔法を生み出すことができるだけの、才能がある。だが、力が足りない。その魔法を使うだけの力が、圧倒的に足りない。だから君の力を貸してくれないか？　力を貸してくれれば、主を救う方法を、神を殺す方法を──君をここから出す方法を──君に教えるから……だから、僕に力を貸してくれ！』

　黒守はそう、叫んだ。

　そしてすぐに契けい約やくは、終わった。




　大兎は黒守と契約し──

　その力で生みの母を喰らい──

　この世界の神を殺し──

《預言》へと介かい入にゆうした──




　もう、最初に計画したことの、終わりの部分まで、きている。

　残り四日で、黒守との契約は、終わるのだ。当初ヒメアや、ハルカといこうと決めたところまではきているのだ。

　だから、大兎は言った。

「……じゃあ、契約を守ろう。まずはエキドナを生き返らせるんだっけ？　そうすれば君に幸福が訪おとずれる？」

　それに、黒守はうなずいた。

「ああ。そうだ。エキドナに……彼女にまた、会えれば……」

　遮さえぎって大兎は、言った。

「うーん。でも、どうかな。エキドナは生き返っても、また死ぬかもしれないよ？」

「…………」

「もしくは、君がやっていることを、エキドナは喜ばないかもしれない。彼女は古い魔物だから。この世の理ことわりをとても大切にする、古い古い魔物だから、死を再生として、受け入れている。だから、生き返らせても彼女は喜ばないかもしれない。そしてその、悲しげなエキドナの顔を見たらきっと、君も悲しい気分になるだろう？」

　そこで黒守の、表情が変わる。こちらを鋭するどくにらみつけて、

「……それは、どういう意図の発言かな？　君はまさか、僕との契約を破るつもりか？」

　が、大兎は首を振ふる。

「いやいや、契約は破らないよ。ただ、ショートカットしているだけ。《預言》を見て──これからどうなるかを、君に伝えているだけ」

「どういうことだ」

「エキドナを生き返らせる。だが、エキドナは君の計画を受け入れない。自分のために《天魔のウサギ》を殺し、この世界を殺し、暴走してしまったかつての愛いとしい、若い魔術師の過あやまちに、胸を痛める」

「そんなことは……」

「覚えてるだろう？　エキドナを封ふう印いんして、リール・リールに変化させたときのことを。あのときもエキドナは、君を止めようとした」

「もう黙だま……」

「黙ってもいいけど、現実は変わらない。君も言ってただろう？　《預言》はもう、分ぶん岐きしない。なら、僕が言ってることが……」

「黙れと言ってる！」

　と、怒ど鳴なる黒守に、大兎は微笑ほほえんで言う。

「はは、なにもかもに気付いてた、顔。悲しい、顔。どうする？　エキドナの心に介入して、《預言》を書き換かえてやろうか？　君の計画を大喜びで受け入れる、君専用の愛あい玩がん動物にエキドナを変へん換かん……」

　が、そこで黒守が飛び出す。こちらに真っ直すぐ、怒いかりの形相で手を伸のばしてくる。

　ヒメアがそれに、

「大兎！」

　と、声をあげるが、大兎はそれに、

「いいよ。彼にはなにもできない」

　と言って、黒守を受け入れる。

　黒守が首をつかんできて、

「……貴様、いったいどういうつもりだ？　なぜ契約を守らない？」

　という言葉に、大兎はすぐそばまできている黒守の顔を見つめて、言う。

「守らないんじゃない。真実を、教えているだけだ。最初からこうなることは、見えていた。《預言》に書かれていたから」

「…………」

「君だって、見てただろう？　それとももしかして、最後を見ないようにしてたのかな？　強い欲望を持ってるくせに、物語の結末を見る度胸は、なかったのかな？　エキドナに最後、フラれるかもしれないという結末を見るのが、怖こわくて怖くて、仕方なかったのかな？」

　大兎の首をつかんでいる黒守の手に、力がこもる。ぐぐ、ぐぐっと、喉のどを押しつぶそうとする。

　普ふ通つうの人間なら、とっくに首が千切れているだろうが、もう、大兎は人間では、なかった。

　黒守の顔を見上げて、言う。

「おまえに俺は殺せない。《預言》にそう、書かれている。そして《預言》はもう分岐しない。おまえがそう、魔術式を描えがいた。だが、少しくらいなら、いじれるよ。エキドナと君の物語は、この世界にとっては、ささいなものだから──君好みの生き物にエキドナを変えれば……」

「ふざけるな！」

　と、黒守は怒鳴った。

「そんなことをしても、なんの意味も……」

　その言葉を継ついで、大兎は言った。

「意味のあることなんて、この世界にはないよ。意味は自分で見つけるんだ。好きな女が苦しんでいる。助けたい──そう思ったとして、だが、相手の本当の苦しみを理解することは、できない。だから、できる限りのことをする。正しいと思ったことをする。一度走り出したらもう、止まることはできない──止まったならそれは、本気じゃなかったということになるから。だから俺は、止まらない。《最古の魔女ラミエル・リリス》を喰らい、それは彼女の幸せだと、信じている」

「…………」

「だからまだまだ、俺は前に進む。《幸福》を使い、すべての苦痛をなくすまで。だが、おまえは……」

　とそこで、大兎は黒守の腕うでを、つかむ。強くつかむ。

「ぐあっ」

　黒守が、うめく。痛みを感じないはずの、実体を持っていないはずの黒守が、苦痛にうめく。

　そう、介入したのだ。

　そう、《預言》に介入したのだ。

　あまりの激痛に、黒守の腕が大兎の首から外れる。その腕を引き寄せ、大兎は黒守の耳みみ許もとに囁ささやく。

「おまえは、歩みを止めた──好きな女のためと叫さけんで進むことが、できなくなった。なら、終わりだ。計画は終わり。だから、選べ。エキドナを生き返らせて、フラれ、エキドナの死を見るか……」

「…………」

「それとも、俺が描く新しい《預言》──《幸福》の中で、俺の中でエキドナとともに永遠の命を得るか──選せん択たくしろよ」

　と、黒守の体を、押し返す。

　黒守はそのまま、後ろに数歩、下がる。

　反はん撃げきしてきたりはもう、しない。思い詰つめたような表情で、ただ、宙空を見つめている。

　彼が《預言》を見ているのか、それとも、なにも考えることができずに、ただ、呆ぼう然ぜんとしているのか、それはわからない。わかろうとも思わない。

　なぜなら、結末は知っているから。

　この、黒守・フィリエル・優一という男の結末は、悲しいくらいに、《預言》を分岐させることが、できないから。

　黒守が、言った。

「……おまえは、初めからこうなることを……」

「おまえだって、知る機会はあった。だって、《預言》に書かれてたんだから」

「……なら、知ってて僕を、笑ってたのか？　馬ば鹿かみたいに必死に、エキドナを好きだと言って……なのに最後の最後で、逃にげ出す弱虫だと、おまえは僕を、笑っていたのか？」

　と、そう言ってきて。

　しかしそれに、大兎は黒守を見つめて、首を振った。

「いいや。この未来を見て、俺はおまえに憧あこがれた」

「憧れ？」

「おまえの、あまりの弱さに。これほどまでに大きな力を振るいながら、最後にはエキドナへの愛に怯おびえて、前に進めなくなる、おまえのあまりの人間らしさに、憧れた」

「…………」

「だから俺は、この体に入ることにしたんだ。人の体に、入ることにした。人の気持ちと同化するために」

　そこで大兎は、横にいるヒメアの体をまた、抱だき寄せる。それだけで自分の中に意味が生まれるのが、わかる。

　欲情。

　愛情。

　希望。

　絶望。

　ありとあらゆる感情が、ヒメアに触ふれるだけで、生まれる。

　それは自分の感情では、なかった。

　鉄大兎という、人間の体が持っている、感情だった。

　もちろんこの体の中に入るときに、自分が、シグレハルカか、サイトヒメアのどちらかを愛するようになるよう、プログラムしていたのだが──まさか、これほどの愛情を彼女に持つことになるとは、この人間の体の中に入るまでは、思いもしなかった。

　ヒメアに触れる。

　それだけで胸の奥が熱くなる。

　彼女は、ほんの少しだけ恥はずかしそうな顔でこちらを見つめて、

「……あ、あの、大兎」

「ん？」

「なんか、あの、触さわり方がちょっと、前よりいやらしいんだけど……」

　なんて、言ってくる。

　ただ、彼女の肩かたをつかんだだけのはずなのに、彼女は困ったように、そう言ってきて。

「あれ？　そうかな？　この、鉄大兎の体が望むように触ってるだけなんだけど……嫌いやか？」

　と、大兎は聞く。

　するとヒメアは首をぶんぶん振る。

「い、嫌じゃないけど……恥ずかしいな」

「……ふぅん。嫌じゃないなら、よかった。なあヒメア」

「う？」

「好きだよ」

「……うう」

「これから、ずっと一いつ緒しよだ」

「う、うん」

　こくり、と、ヒメアは嬉うれしそうに、うなずく。

　そしてそれが、ひどく嬉しい。

　彼女が自分を受け入れてくれることを、この、鉄大兎の体は強く強く望んでいて、彼女が自分を承しよう認にんしてくれることが、嬉しくて仕方がない。

　どうやら人間は、そういうものらしかった。

　誰だれかに受け入れてもらうためなら、なんでもできる。際限なく欲望を膨ふくらませることができる。

　そしてそれが、力になる。

　大きな力になる。

　大兎は目の前にいる、黒守を見つめて、言う。

「……じゃ、そろそろ選べ。三択だ。俺にエキドナの心を書き換えさせるか？　もしくはエキドナをそのまま復活させ、フラれてもう一度死を見るか。もしくは、俺に取り込まれるか」

　その、言葉に、黒守はこちらをにらんで、言う。

「……おまえは、僕がどれを選ぶか、知ってるんだろう？」

「まあ、そうだね。《預言》に全部書かれていて、俺が協力しない限りは、分ぶん岐きさせることができるほどの力は、君にはないから。でもだからなんだ？　選ぶのは、君だ。君の強さが、君の弱さが、君の人間性が、未来を選ぶ。たとえそれが《預言》されていたことだったとしても……それが君の選択に、なにか関係するのか？」

　そう、言う。

　黒守の表情は、歪ゆがむ。

　苦痛に。

　恐きよう怖ふに。

　そして最後に、言う。

「ぼ、僕は……」

「ああ」

「僕は、エキドナにもう一度、会いたい」

「ああ」

「そして、愛してると……一緒に永遠を過ごしたい、と、言ってもらいたい」

　という言葉に、大兎は笑って、うなずいた。

「そう言うのを、知っていた。君はつまり、自分のエゴをエキドナに受け入れさせたいんだ」

「…………」

「エキドナを愛してるんじゃなく、エキドナに愛されている、自分を愛している」

「…………」

「で、それも人間だ。醜みにくい、欲望におぼれた、人間。いいだろう。契けい約やくを、守ろう」

　とそこで、大兎は跳とぶ。

　刹せつ那な、彼の体は教室の窓まど際ぎわから、廊ろう下かまでを一いつ瞬しゆんで移動している。

　そこには何人もの魔女がいる。

　若い、少女たちがいる。

　その中の一人を、選ぶ。

　もっとも大きな力を持った、魔女を選ぶ。

　アンナという名の、魔女だった。

　彼女に手を差し出し、彼女の中身を、書き換かえる。

　──彼女が、エキドナを受け入れることができるように。

　──彼女に入ったエキドナが、黒守への愛を、際限なく受け入れるように。




　それは自分の意思が介かい在ざいしない愛。

　洗脳された愛。

　利己的な、自己中心的な、相手の感情が存在しない、愛。

　本当のエキドナはこの瞬間に、消えてしまった。

　だがそれを、黒守は望んだ。

　か弱い人間の心は、望んだ。

　そしてその、結果を、黒守はもう、薄うす々うす気付いている。

　大兎は振ふり返り、教室の中央でうなだれる黒守へと目を向けて、言う。

「なぁ黒守。君には世話になったから、結末を教えようか？」

「…………」

「この、悲しい恋こいの結末。若い魔ま術じゆつ師しがたどる、寂さびしい恋の結末。エキドナは復活する。そしてまた、君と恋に落ちる。そう、僕が改造しちゃったから」

「…………」

「でももう、エキドナは元の彼女じゃない。君が愛して欲しいときに愛してくれる、泣いて欲しいときに泣いてくれる、望んだとおりのことしかしない、木偶でく人形になってしまった」

「…………」

「《最古の魔女ラミエル・リリス》が、俺らを作ったときと同じ、心を持てない木偶人形。そして君は、決して木偶人形を相手に、恋心を維い持じできない」

「…………」

「だからいま、終わったよ、君の恋が。君はエキドナを、壊こわした。殺したのは君。さて、それでも四日間だけは、二人で過ごしてみる？　君を好きだとしか言わない、壊れた人形を、抱きしめてみるかい？」

「…………」

　黒守が、こちらを見る。

　彼の頰ほおには、涙なみだが伝っている。

「……なら、いったいどうしたらよかったんだ」

　その問いの答えは、大兎にもわからなかった。黒守がどうしたかったのかなんて、誰にもわからなかった。

　それほど、人間は複雑なのだ。

　この世のすべてを知っているんじゃないかというほどになにもかもを手にしている人間でさえ、選せん択たくを間ま違ちがえるのだから。

　感情に振り回されて、現実を見ようとしなくなるのだから。

　するとそこで、ヒメアが言った。

「……私は、他人の恋になんて興味はないのだけど」

「…………」

「それでも、もう一度その、エキドナとかいう子を生き返らせて、告白すれば、よかったんじゃないかな？」

「…………」

「それでも彼女の決意が固ければ、彼女と一緒に、死ねばよかったんじゃ、ないかな」

「…………」

　それに大兎は、ヒメアを見つめ、

「エキドナが生きろと、言ったら？」

　するとヒメアが、答える。

「私は、大兎がもし、いなくなるんだったら、生きてられない。大兎が生きろと言っても……私はそんなに強く、ないから」

「そうか」

「大兎は？」

　それに、大兎は答える。

「ヒメアが、生きろといったら？」

「うん」

　それに大兎は少しだけ考えて、言う。

「……生きるね。それが、もっとも愛した人の、願いなら。それをすべて、受け入れる」

　そして、黒守のほうへと目を向けて、大兎は言った。

「だが、選択はそれぞれ。正解はない。君の選択も、人間らしくてよかったと思うよ。ただ、《預言》ではこのあと、君は絶望と苦く悩のうに苛さいなまれるけれど……」

　そこで、黒守はこちらを見る。もう、疲つかれ切った顔で、こちらを見る。

「そうか。なら、僕のしたことは、まるで意味が……」

　が、遮さえぎって大兎は言った。

「だから、意味があることをしてる奴やつなんて、いない」

「…………」

「意味があると、本人がどれだけ強く思うかだけに、意味がある」

「……はは、ずいぶんと、哲てつ学がく的てきな話をするようになったなぁ、君は。それも人間に入ったからかな？」

　と、自じ嘲ちようするような顔で黒守は、言う。

　泣きそうに顔を、歪める。

　だが、彼がエキドナをあきらめられないことも、わかっている。彼はエキドナを生き返らせる。アンナの体に入れる。

　壊れた人形のように、黒守を受け入れ続けるエキドナに、やがて耐たえられなくなる。そしてそれを、本人ももう気付いているのに、

「……もう、止まれないんだよ。なにが正しいかが、わかっていたとしても……エキドナに僕はもう一度会いたい」

「そうか」

「彼女に、愛してると言ってもらいたい」

「わかってる」

「僕は、馬ば鹿かかな？」

　そう、黒守が言う。

　大兎はそれに、首を振る。

「好きな女に振り向いてもらいたいと頑がん張ばるのが馬鹿なら、この世の大半は馬鹿しかいない」

「…………」

「なによりさっきも言ったが、俺はいまのおまえの姿に憧あこがれて、人間になったんだ」

「……悪あく趣しゆ味みだなぁ」

「はは」

　と、大兎は笑った。

　そしてそれから黒守に背を向けて、

「……ま、おまえの恋路がうまくいくよう、願ってるよ。君に《幸福》があるように……」

　そう言ってから、教室の窓を開く。

　すると気持ちのいい風が、教室の中に入ってくる。

　夜の校庭。

　夜の学校。

　それらを見つめて、

「ヒメア。とても綺き麗れいな夜だ。二人で外へ出ようよ」

　と、誘さそう。

　すると彼女はうなずき、手を差し出してくる。

　大兎はその手を握にぎる。握るだけでまた、彼女への愛情が、膨ふくれあがる。

　二人だけの世界を作ろうと、強く、思う。

　四日後。

　たった四日後にはこの世界は消える。

　その、短く儚はかない人の世を、

「……二人で堪たん能のうしよう」

　そう言って、彼女の体を抱かかえて、クロガネタイトは教室から飛び出した。







　第二章　大兎と月光




　ジリリリリリと目覚ましが鳴り響ひびく。

「……ん」

　と小さくうめいて、月げつ光こうは目を覚ます。

　やはりそこは、自室のベッドの上。

　天てん井じようを見上げ、それから鳴り響く目覚ましのほうを、見る。

　時刻は午前六時半。

　いつも月光があわせている時間だ。

　だが今日は、ひどく眠ねむい。昨日、遅おそくまで起きていたから、いまいち頭がはっきりしない。

「くそ、うるさいな」

　と、手を伸のばす。目覚ましを止める。それから頭をくしゃくしゃとかき、ぼんやりした意識のまま、上半身を、起こす。

　そしてベッドの横を、見る。

　昨日は契けい約やくの儀ぎ式しきだなんだというのが思ったよりも難航して、美み雷らいと一いつ緒しよに眠ったはずなのだが、彼女の姿はない。

「……ふむ。もう起きたのか」

　と、月光は立ち上がる。それから二、三回、深呼吸をする。自室を出る。階段を下りていく。するとリビングのほうで、テレビの音がする。朝の、アニメの音だ。美雷はどうやらアニメを見ているようで。

「ガキが」

　と、彼は笑う。

　そのまま洗面所のほうへと、いく。うがいをし、歯を磨みがき、顔を洗って目を覚ましてから、リビングへと、向かう。

「もう起きてたのか、美雷」

　するとソファでテレビを見ていた美雷が驚おどろいたようにこちらを見て、それからなぜかまた、昨日と同じように顔を真っ赤にすると、

「あ、あ！　あの、げげげげ、ゲッコー、お、おはよ」

「ああ、おはよう」

「あ、あのね、んとね、あたし早く目がさめちゃってね、だからね、アニメ見てたんだー」

「そうか」

「あのあの、パン焼く準備しててね、あの、ゲッコーの分、焼こうか？」

　などと言うのに、月光は答える。

「いい。おまえは焦こがすから、自分でやる」

「んとんと、じゃあじゃあ、コーヒー淹いれようか？」

「じゃあ淹れろ」

「うん！」

　と、キッチンへと騒さわがしく駆かけ込んでいく。そして一生懸けん命めいコーヒーを淹れ始める。といっても、美雷が淹れるコーヒーは、インスタントの、粉にお湯を入れただけのものだが。

　月光はトースターのスイッチを回して、一分半にセットする。冷蔵庫からバターとジャムを取り出してテーブルに置く。

　椅い子すに座り、美雷の後ろ姿を見つめる。

　美雷はもう、セーラー服を着ている。彼女は一生懸命コーヒーの粉を計量スプーンではかってコップに入れている。

　それに月光は、

「適当でいいぞ」

　と言うが、美雷が首を振ふって、

「んとんと、でも、美お味いしいの作ったほうが、ゲッコー喜ぶから」

「ん？　そうか？」

「うん。だから、待ってね」

　と言って、計量スプーンで粉を移し替かえる。こぼす。床ゆかに粉がばらまかれ、

「あー！」

　と、うるさい。

「ああもう、スプーン使わなくていいから」

「んとんとんと、大だい丈じよう夫ぶだもん！　ちゃんとできるもん！」

　とまたスプーンで粉を入れる。やっと満足いったのか、今度はお湯を入れてスプーンでかき混ぜる。

　コーヒーひとつ作るのに、もう、ひと騒そう動どうなのだが、彼女は嬉うれしそうにそのカップをこちらに差し出してくる。

「できたよー！」

「ふむ」

「飲んで飲んで」

「ん」

　と、月光はコーヒーを、飲む。まあ、そこそこうまい。インスタントの味だ。

　だが美雷はにっこり笑って、

「美味しい？　美味しい？」

　なんて聞いてくる。

　月光はうなずく。

「ああ、まあな」

「あ、あのあの、じゃあさ、じゃあ」

「あ？」

「あのあのあのあの」

　と、また、彼女の顔が、みるみる真っ赤になっていく。そして、

「あ、あの、あたし……ゲッコーの、いいお嫁よめさんに、その、な、なれるかな？」

　と、つまりはそういうことを言いたかったらしい。

　彼女は照れたように顔が真っ赤で。

　そして、目も真っ赤だった。

　その彼女の瞳ひとみを見つめて、月光は言った。

「おい美雷」

「う？」

「昨日おまえ、ちゃんと寝ねたのか？」

「え、えと、あの……」

「寝たか？」

「……き、緊きん張ちようして、き、キスとかしたからあの、いろいろびっくりして」

「ふむ」

「眠れなくてトイレいって、で、あの、ゲッコーのところ戻もどろうと思ったら、その、きゅ、急に恥はずかしくなって」

「ふむ」

「で、あ、そういえば深夜アニメの時間だーって、思って……そのあと通つう販はんの番組が始まって……」

「つまり、寝てないのか？」

「ううう、で、でもね、全然眠くないっていうかね」

　が、そこでトーストができた音がする。月光はそちらを見て、

「トースト食べたら、寝ろ。昼に学校にこい」

「あ、あの、あと四日しかないから、あんまりゲッコーと離はなれたく……」

「ならちゃんと寝ろ。おまえとイチャつくために、契約したわけじゃないぞ。《預言》を壊こわす。そのために、俺はおまえと契約したんだ」

　という言葉に、美雷はあからさまにちょっと、傷ついたような顔になる。

「んと、えと、つまりゲッコーは、私の力が欲ほしいから契約しただけで……」

「ああもう、違ちがう」

「でもでも」

　と、真しん剣けんな表情でこちらを見つめてきて、月光はうんざりする。いちいちこんな会話を交かわす必要があるのか、と、怒ど鳴なろうかどうかを悩なやんでから、しかし、彼は美雷を見つめて、言った。

「おい美雷」

「う？」

「何度も言わないことをいまから言う。ちゃんと聞け」

「え、えっと、ご、ごめんなさい……怒おこった？」

　が、月光は首を振り、

「怒ってない。いいから、聞け」

「は、はい」

「俺は、《預言》を壊すつもりだ。なぜか？　それは四日後以降も……」

「う、うん」

「あー、なんだ。その……」

「うん」

「ああくそ、鬱うつ陶とうしいな。とりあえず、あれだ。俺は、四日後以降も、おまえと一緒に過ごしたいと、思っている。そのためにおまえと契約した。この答えで、いいか？」

「え……」

　と、また美雷は、鬱陶しく表情を輝かがやかせ、顔を真っ赤にするが、もう、それ以上なにも言われたくなかった。

　こっちだって、臭くさいセリフを吐はくのは、それなりに恥ずかしいのだ。だからみるみるうるさい表情になっていく美雷に、

「ああうるさいうるさい。顔がうるさい。もうなにも言うな」

「でもでも」

「言うな。言ったら殺す」

「でもでもでも」

「でもじゃない。とりあえずおまえは寝て、俺の役に立てるように力を回復……」

　が、結局美雷は黙だまらなかった。

「ゲッコー好き─────!!」

　うるささ全開で抱だきついてきて、

「うおわっ」

　そのまま、椅子が倒たおれる。キッチンの床に二人で倒れ込み、その、美雷の頭を押しのけて、

「おまえはあとで殺す」

　と言ってみるが、もう、彼女には効かないようだった。

「えへへ♡」

　美雷が、嬉しそうにそう笑う。

　だが彼女が笑うのは、嫌きらいじゃない。彼女は本当に無む邪じや気きに、馬ば鹿か馬鹿しいほどにくだらないことで笑うから。

　そしてそれは、この、もう四日しか残っていないという世界で、月光に力をくれる。

　たとえば美雷が笑うとか。
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　生徒会の奴やつらがうるさく騒ぐとか。

　文化祭だなんだと生徒たちが盛り上がるとか。

　世界だの、滅めつ亡ぼうだの、《預言》だのと思い詰つめているのを馬鹿にされているようで。

　そしてそれに月光は日々救われ、そして、

「……それを俺は、守れるか？」

　と、思い詰める。

　すると胸に抱きついてる美雷が、言う。

「……ゲッコー」

「うん？」

「大丈夫だよ、ゲッコー。ゲッコーなら、できる！」

　それに月光は胸にいる美雷へと目を向け、笑う。

「おまえが言うと、簡単そうだな」

「だってね、だって、ゲッコーかっこいいもん」

「へぇ」

「ママもね、ゲッコー気に入ったって言ってるしね」

「当然だ」

「それにね、それに……あたしね、もっといっぱいね、こうしてたいし」

　と、強く彼女は月光にしがみついてくる。

　その彼女を見つめ、それからまた、天てん井じようを見上げる。そのまま胸にいる美雷の頭をなでてやり、

「ああ、そうだな。だがとりあえずおまえは、寝ろ。俺は学校へいく」

　と、立ち上がる。

「あ、あたしも」

「昼には呼ぶ。それまでに力を回復させておけ」

　月光はトースターを開け、パンを一枚取り出してそれをしばらく見つめてから、

「……今日は、苺いちごジャムだな」

　と、どうでもいいことを、言う。

　すると美雷が楽しげに、

「じゃあじゃあ、あたしもそれにするー！」

「さっさと食って、寝ろ」

「わかった」

「あの、ゲッコー」

「ん？」

「あのあの、ジュースを……」

「飲んでいいぞ」

「やったー！」

　と、結局いつもと変わらないお子様っぷりの彼女を見つめ、月光は笑う。

　だが、彼女の力はいままでとは比べものにならないほど、大きいのだという。

　雷インドラの娘むすめ──アンドゥのスクラルドの力を受け継ついだ美雷は、魔界マクアエの中でも最大の力を有し、さらに、全悪あく魔またちを統とう率そつする権利も持っているのだという。

　そしてなにより、

「…………」

　と、月光は自分の掌てのひらをぎゅっと握にぎり、それを見つめる。

　そして昨日、美雷から聞いた契けい約やくの内容を、思い出す。彼女とお互たがいの《生いけ贄にえ》を差し出しあって契約した自分には、彼女の力の一部が移い譲じようされていて、稲いな妻ずまの力を使うことが、できるらしいのだが──

「……ふむ」

　と、月光は拳こぶしに力が集まるイメージを、頭の中で浮うかべる。

　そのままぱっと、手を開いて見る。

　刹せつ那な！

　ドン！　っと突とつ然ぜん、掌に生まれた稲妻が、周囲にまき散る。目の前にあったテーブルが吹ふっ飛び、天井にめり込む。

　それを月光は見上げて、

「おっと……」

　と、少しだけ、驚おどろく。

　さらに冷蔵庫からドクターペッパーを取りだそうとしていた美雷が、

「うわわっ!!」

　大げさにビクついて、こちらを振ふり返る。怯おびえた顔で月光を見つめ、

「あ、あの、なに？　怒ったの？」

　が、もちろん怒ったわけじゃない。

　美雷からもらった力を、制せい御ぎよしきれていないだけだ。

　月光は美雷を見て、

「いや、怒ってない。ただ、初めておまえがくれた力を使ってみたら、うまく使えなかった」

「あ、いまのビリビリ？」

「ああ」

「あのね、あのね、いけ！　ビリビリー！　って命じないと、言うこと聞いてくれないよ？」

「絶対に、嫌いやだ」

「ええええええええ」

「だが、そうか。命じるのか」

　ともう一度掌に力を集め、

「ここに留とどまれ、稲妻」

　すると手に、稲妻が留まった。

「指先に鋭するどく収束しろ、稲妻」

　それで、稲妻は細く、鋭く、指先にまるでナイフのように集まって、それを月光は振るう。

　左手に持っていた、トーストに向けて。

　するとあっさりトーストは切り裂さかれ、二枚に分かれてしまって。

　それに美雷が目を大きく見開いて、

「え、すっごい！　いきなりそんな細かい指示できるの!?」

「おまえはできないのか？」

「んと、えと……」

　と、ちょっと慌あわててから、少し胸をそらして、彼女は言う。

「で、できるけどね」

「できないんだな？」

「えとねー、あのねー」

「だが、おまえの持ってる力のほうが大きいんだろう？　大きすぎてできないとか、そういう話か？」

　が、美雷はこちらを見つめ、

「んと、細かいのは全部苦手で」

「ああ、まあ、おまえはそういう顔してるしな」

「どういう顔!?」

　それに月光は、見るからにアホそうで、なにも考えてなさそうな美雷の顔を見つめてから、

「……褒ほめ言葉だ。気にするな」

　瞬しゆん間かん、美雷の顔がまた、にへらーっと緩ゆるんで、

「え、え？　褒められたの？　ミライ偉えらかった？　偉かった？」

「ああ」

「やったー！」

　と、冷蔵庫から出したドクターペッパーをあける。

　飲む。

「ぷはー！」

　と、幸せの極きわみのような顔になる美雷。

　もう、あと四日しかこの世界はないという現実を忘れそうになるほどに、ノー天気な彼女の顔に彼はいつも通り少し励はげまされながら、再び、自分の手を見る。

「……まあ、少し練習がいるな。あと、美雷との連れん携けいもどうやってとるのか、練習しないと……」

　なんて独り呟つぶやいてから、天井にめり込んでしまったテーブルを見上げる。コーヒーとジャムとバターで汚よごれてしまった床ゆかを見下ろす。

　そして、

「美雷」

「なにー？」

「トーストを食べたら、キッチンを片付けて、その後十時まで寝ねろ。で、起きたら学校にこい」

「わかった」

「じゃ、俺はもういく」

「学校？」

「いや、魔界マクアエだ」

「ママんとこ？」

「ああ。おまえと契約した報告をしにいく」

「あ、あの、あたしは……」

「おまえはこなくていい。寝てろ」

「わかった」

　と、うなずく。

　それを確かく認にんしてから、トーストを片手に月光は踵きびすを返してキッチンから出る。二階の自室へと戻もどる。部屋に戻るなり、

「……開け」

　と、《道み程ち》を開く。

　すぐに次元が歪ゆがみ、生徒会室へと繫つながる。月光は部屋の隅すみに置いてあった革かわ靴ぐつを履はき、凶剣スペル・エラーを腰こしにかけると次元の穴をくぐって、生徒会室へと、向かう。

　生徒会室には、大たい兎とがいた。

　いつもの会議用の机に座って、こちらを見ていて。

　月光はその、大兎を見て、言う。

「……なんだ、おまえは。こんな早くからここにいたのか？」

　すると大兎はこちらを見て、微笑ほほえむ。

「なんか、世界はあと四日か～と思うと、眠ねむれなくてさ」

「俺が食い止めるから、四日じゃ終わらない」

「そう？」

「ああ」

「なら、安心だけど……でも、昨日は……」

　という言葉で、自分が昨日命じた指令のことを、月光は思い出す。

　昨日を、最後の日にする──と、命じたのだ。これから最後の四日間を、《預言》に対たい抗こうするための命がけの戦いにするために、昨日一日を最後の日だと思って、家族や、大切な仲間、恋こい人びととの、別れの一日にしろ、と命じていたのだ。

　だから、こいつもおそらくは、家族と過ごしたはずで、

「……悔くいのない、一日を過ごせたか？」

　すると大兎はにやりと笑って。

「……おまえは？」

「あ？」

「リーネちゃんとかいうのとうまくいったの？　もしくは、美雷についに告白したーっとか」

　という言葉に、月光は一瞬、リーネに告白されて断ったことや、昨日の夜の美雷とのことを思い出して顔をしかめ、

「……おまえの知ったことじゃない」

「おっと？　なにそれなにそれ？　まじでなんかあったのか？」

「うるさいな、おまえは。いいから自分の仕事をしろ。休きゆう暇かは昨日で終わりだ」

　それに大兎は肩かたをすくめ、

「いやー、ちょっと仕事しすぎで、疲つかれちゃって、一休み中」

「なら、殺してやろうか？」

　と、月光は腰の剣けんを引き抜ぬく。

「一度殺せば、おまえの疲ひ労ろうは回復するだろう？」

　それに大兎は手をひらひらと動かして、

「いやいや、大だい丈じよう夫ぶ。限界きたら、自分で死んで再生するから」

「そうか」

「ああ」

「なら、仕事しろ。もうあまり時間はない」

「《預言》を読んどけばいいのかな？」

「そうだ。あとは、おまえの提案どおりのことを、頑がん張ばれ」

「なんだっけ？」

「おまえが言った、この状じよう況きようで文化祭を頑張るっていう、あれだ」

「ああ……普ふ通つうの神経の人間じゃ絶対やらないことをやれば、《預言》から離り脱だつできるかもっていう、あれね」

「ああ」

「じゃー、コスプレ喫きつ茶さ、頑張ってみようかなぁ～」

　なんて言いながら、大兎は立ち上がる。

　その大兎から目をそらして、月光は、

「……開け」

　と、《聖地》に命じる。

　するとすぐに《道み程ち》が開く。

　繫がった先は魔界マクアエだ。

　それに大兎が、

「……どこいくの？」

　と、聞いてくる。

　月光は振ふり返らないまま、

「……魔界マクアエへ。すぐに戻る」

「あは、美雷のママに娘むすめさんをくださいとでも言いにいくのか？」

　などとふざけた態度で言ってくる大兎に、月光は振り向いてにやりと笑い、

「……まあ、そんなようなものだ」

　と答えて、彼は次元の裂け目をくぐり抜けた。







　第三章　魔界への挨拶




　日差しのない世界。

　空と思われる場所には厚い雲がびっしりと詰つめ込まれ、そこから放たれる稲いな妻ずまだけが光源の、世界。

　魔界マクアエと呼ばれるその場所に立ってすぐに、自分が以前とはもう、違ちがうことを月げつ光こうは感じた。

　ひどく不気味なその世界に、妙みような懐なつかしさを感じるのだ。

　そしてそれに、

「……ああ、確かに、俺の中に美み雷らいのなにかが混じってるな」

　と、月光は呟く。

　そのまま周囲を見回す。

　見み渡わたす限りの荒こう野やに、悪あく魔まがいるようには、見えない。

　だが、視線を感じる。

　強い力を持った、何者かの、視線を──

　それに問いかける。

「……スクラルド、いるんだろう？」

　そう、聞く。

　するとそれに声が返ってくる。

「ええ」

「姿を現せ」

「それが、娘をもらいにきたお婿むこさんの正しい態度かしら？」

「うるさい。いいから出てこい」

　それに、空から一筋の稲妻が目の前に落ちる。

　と同時に、目の前に一人の女が現れる。

　雷いかづちの、王だ。

　宙空を舞まう稲妻状の髪かみ。

　金色に輝かがやく瞳ひとみ。

　外套マントのように動きまわる稲妻を纏まとい、それがバチバチと風になびいている。

　アンドゥのスクラルド。

　美雷の、母親だ。

　その、美雷の母親に向かって、月光は言った。

「……契けい約やくは終わった。おまえの娘は、もらったぞ」

「あはは、それがあたしへの挨あい拶さつ？」

「おまえに挨拶するつもりはない。俺は欲ほしいものは、勝手に手に入れる。おまえの許可など求めない」

　という言葉に、なぜかスクラルドは嬉うれしそうにこちらを見つめて、

「ははは、ずーいぶんと傍ぼう若じやく無ぶ人じんな男に美雷は嫁とついじゃったけど、それくらいじゃなきゃ安心できないし、いいかな～」

「で、このさきについて、話が……」

　が、遮さえぎって、スクラルドが聞いてくる。

「ところで美雷はどうだった？　うまくやれた？」

「あ？」

「ウブな子供二人で、昨日の夜はうまくやれたのかね？　少年」

「殺すぞ」

「まっさか、契約のキスだけして終わりましたーってことは……」

　が、そこで月光は腰こしの剣を引き抜く。

　するとそれに、スクラルドは笑って、

「……はっ、人間の動きで、あたしを捉とらえられると思っ……」

「できるね。稲妻よ、俺の全身を巡めぐれ」

　瞬しゆん間かん、月光の中の神経に、美雷の稲妻が走る。無理矢理命令が伝達された体が、一瞬でスクラルドの目の前まで達して、

「……封ふうじろ、凶剣スペル・エラー」

　彼女の胸に剣が突つき立つ。そのまま押し込んで、彼女を地面に縫ぬい付ける。

　スクラルドは驚おどろいたようにそれを見下ろし、

「……おーお、なにこれ、すごい。もうこんなに細かく稲妻が使えるの？」

　それに月光は言う。

「同じことを美雷も言ってたな。おまえら二人とも、力が大きすぎるせいで動きが大味なんだよ」

　するとスクラルドはこちらを見上げ、笑う。

「あはは。確かにねぇ。あたしも美雷も、生まれつきの天才だったから……弟に才能で負けてたあんたと違って、努力が足りないかもねぇ」

「……はっ、言ってろ。最後に勝つ奴やつ以外は、全員無能だ。そして最後に勝って、天才の誉ほまれを受けるのは……」

「あんた？」

「ああ」

「そう。まあ、あたしもそれを期待して、あんたに娘をあげたんだけど」

「おまえにしては、いい選せん択たくだ」

「あはは。でも、あ～んま調子に乗ると……」

　が、月光は凶剣スペル・エラーをスクラルドから引き抜き、言う。

「調子には、乗ってない。なにせ俺は、弟が苦しんでいたことにも気付けないほどの、無能だからな……」

　というのに、スクラルドが少しだけ驚いたような顔で、こちらを見る。

　だが、無視して月光は続ける。

「おまけにいまだ、《預言》に対たい抗こうする方法が、わからない。もうたった四日しかないのに、だ」

「…………」

「そんな無能を、おまえらは……美雷の馬ば鹿かは、好きだという。俺に全部を任せると。俺なら、できる、と、あいつは少しも疑わない目で言ってきて……」
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「…………」

「そしてそれに、俺も応こたえたいと思ってる」

　という言葉に、スクラルドはこちらを見つめ、

「……そう。ま、いまのは、お婿さんの挨拶としては、悪くなかったかな」

　と、言った。

　そのままゆっくりと立ち上がって、

「美雷は、いい相手を見つけたわね」

　などと言うが、それが真実になるかどうかは、四日後の結果次し第だいだと、月光は思う。

　月光はスクラルドに、言う。

「で、情報を開示しろ。おまえはなぜ、俺を選んだ？　おまえは《預言》をどこまで見れて……」

　が、スクラルドは遮って、言う。

「あたしは、《預言》はあんまり、見ないようにしている」

「……ふむ」

「敵の陣じん地ちで戦っても仕方がないから……研究はしてたけど、《預言》はあまり、見ない」

「そうか。なら……」

　とそこで、スクラルドがこちらを指差して、言う。

「じゃあ、なんであんたを選んだか？」

「そうだ」

「理由は簡単。美雷があんたを好きになったから」

　それに月光は、そんな戯たわ言ごとにつきあってる暇ひまはないと言わんばかりに、スクラルドをにらむ。

　すると彼女は笑って、

「……あとは、あんたはたぶん、《預言》の外にいるからよ、紅くれない月光。いや、《天てん魔ま》の生んだ、《鴉からす》」

　なんてことを、言い出す。

《鴉》──それは日向ひなたの口からも、何度か遭そう遇ぐうした《天魔》とかいうこの世界を司つかさどる神からも発せられていた言葉だった。

　なんでも《双そう頭とうの鴉》は双ふた子ごとして生まれ、強いほうが弱いほうを喰くらうと完成し、《預言》を止める──という話で。

　そして日向は、月光に喰われるためにいままでずっと、独りで生きていたのだという。

　いや、いまだって隙すきを見ては、月光に喰われようとしているかもしれない。

　喰われたところで《預言》を潰つぶせる、という未来が見えているわけではないのに、それでもなにかできないかと、日向は必死になっていて。

　月光は、スクラルドを見て、言う。

「で、おまえも俺に、弟を喰って力をつけて、《預言》に対抗しろ、と言うつもりか？」

　そう、聞いた。

　そしてもしそうなら、もう、ここにいる必要はなかった。こいつと話したところで、新しい情報が得られることはないだろう。

　だが、それにスクラルドは笑い、

「いえいえ、逆なんだけど」

　などと、言い出す。

「逆？」

「ええ」

「どういうことだ？」

「いやそもそも、その、弟君を食べると《預言》に対抗できるっていう情報は、誰だれから聞いたのよ？」

　それに月光は、思い出す。

　日向を喰えば、《預言》に対抗できる可能性がある──そんなことを言っていたのは確か、

「……天魔だ」

「そう。天魔たちはよく、それを言ってた。あたしが会ったことがある天魔も、日向にあなたを喰わせるか、あなたに日向を喰わせないといけないと、異常な執しゆう着ちやくを持って言っていた。でも、問題が起きた。いままでは二羽の《鴉》は喰い合って、世界の崩ほう壊かいを止めていたのに……」

「日向も俺も、お互たがいを喰おうとしない、か？」

「ええ」

「で、世界が崩壊しようとしてる？」

「ええ。でもそれって……ほんとかしら？」

「どういうことだ？」

「たとえばいま、あなたの中に入ってる呪のろいについてなんだけど」

　と、スクラルドが一歩前に出てくる。

　手で、胸に触ふれてくる。

　するとそこから、自分の中を巡めぐる、いくつかの呪いが浮うかび上がってくる。

　たとえば一つは、生徒会室に住む魔ま女じよとの契約によって組み込まれた呪い──リール・リールとの呪い。

　もう一つは、凶剣スペル・エラーとの契約時に体に入れた、呪い。

　さらに美雷からもらった力が。

　だが、それ以外にもう一つ、呪いがある。

　それは、泉いずみから受けた、呪いだ。

　いや、泉の頭の中にいた、何者かにかけられた、《毒まじゆつ》。

　それにスクラルドは触れて、

「この呪いが、なんだか知ってる？」

　と聞いてきて、月光は、答える。

「おまえにはわかるのか？」

　が、彼女は首を振ふる。

「こんな複雑な呪い、わかるわけないじゃない。ただ、誰が使う呪いかは、わかってる。すごく特とく徴ちようがある呪いだから、誰のものかは、わかってる」

「……誰だ？」

「《月の裏側の神》が使う、呪い。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》が使う、《毒まじゆつ》よ」

「……じゃあ、これはサイトヒメアが……？」

　が、スクラルドはそれにも首を振る。

「さあ？　彼女が何者なのかとか、いったいなんのために存在しているのかとかは、わからないから。でも、《天魔》と《月の裏側の神》は仲が悪かった。で、《天魔》の遣つかいであるはずのあなたの中に、《月の裏側の神》が作った呪いが入ってる」

「…………」

「おまけにその呪いの効果がどんなものかも、あたしは知ってる」

「ほう。どんな呪いだ？　解かい析せきできてないのに、なぜ呪いの内容がわかる？」

　するとスクラルドは笑って、

「その部分を見るためだけに、魔界マクアエの悪魔たちの命を使って、みんなで一いつ斉せいに《預言》へアクセスしたから。あなたの中の呪いが暴走する場面だけに絞しぼって、必死にアクセスしたから。で、呪いの内容が、わかっちゃったー」

　が、それに月光は、

「待て。命を使ってっていうのは……」

「それは、いいの。どうせ四日後にはなくなるかもしれないんだから。それより、話を聞きなさい」

「だが」

「いいから。あなたはその《毒まじゆつ》のせいで、紅日向を、喰えるようになる。日向が喰ってくれと望む。そしてそれを、あなたは受け入れる」

「…………」

「気付いたときにはもう、日向はいない。あなたは食べてしまっている。あなたは泣いて叫さけぶけど……なんでこうなったと嘆なげくけど、もう、なにもかも、手て遅おくれ。で、どうなると思う？　鴉が片割れを食べたら確か、《預言》を止められるはずだったわよね？　だから《天魔》は必死にあなたか、日向に、兄弟を食べるように命じてたわよね？　じゃあ、日向を食べたあなたは、《預言》を止められたのか？」

　それに月光は、思考が巡りはじめるのを、感じた。いろいろな情報が脳内で繫つながって──彼は目を細め、答える。

「止まらないんだろう？」

「ええ」

「もしそれで簡単に破は滅めつが止まるのなら、日向はあれほど、絶望しないからな」

「そうね」

「じゃあいったい、俺はなんのために日向を喰らうのか？」

「うん」

「いや、その《月の裏側の神》とやらはなぜ、俺に日向を無理矢理喰わせるような、呪いをかけたのか？」

　それに、スクラルドは笑う。

「それが、おかしいわよねぇ。だって、《鴉》の呪じゆ法ほうは、《天魔》が《預言》を潰すために作ったもののはずなのに……なのに、その《天魔》の敵のはずの《月の裏側の神》がどういうわけか《天魔》の呪法を完成させようとしている。さてさて、ここで問題です」

　という言葉に、月光はもう、問題を聞く前に頭の中で次にスクラルドが言おうとしていることが、わかる。

　だからもう、聞く必要は、なかった。

　ただ、答えを、言う。

「……俺に日向を喰わせたいのは、《月の裏側の神》どもか」

　それに、スクラルドはうなずく。

「たぶん、ね」

「じゃあ《天魔》どもは……」

「実はもう、洗脳されてたんじゃない？」

　彼女はあっさり、そう言う。




《天魔》は、洗脳されていた。

《月の裏側の神》にとって、都合がいい行動をするように──




「…………」

　月光は目を、細める。自分の少ない知識で、それでも限りなく真実へ近いところまで迫せまろうと、頭をフル回転させる。

　そして彼は、聞いた。

「……《預言》を書いたのは、いったい誰だ？」

　スクラルドはそれに、わからないと肩かたをすくめる。

「それがわかれば……」

「苦労しない？」

「ええ」

「だが、いまある情報から、推測は、できる。《天魔》は《預言》を止めようとしていた。もしくは、そうできる方法があると、思い込まされていた」

「そうね」

「なら、《預言》を書けるような器うつわじゃないな」

「うん」

「じゃあ、次に《月の裏側の神》だが……」

　それにスクラルドが、笑って言う。

「あんたが飼ってる、狂くるった魔女──《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の、本体ね」

　それに月光は、ヒメアの顔を思い出してから、うなずく。

「ああ。あの、色ボケ魔女だ。あいつはどうやら、なにも知らないようだが」

「どうだか」

　月光はそれに、スクラルドを見つめてから、続ける。

「《預言》を書いたのは、《月の裏側の神》という説は？」

「……否定する情報は、ないかな。でもそれを確かめるのは簡単でしょう」

　なんてことを言うスクラルドに、月光は聞く。

「簡単？　それはどういうことだ？」

　すると彼女は、答える。

「だって、あたしはその、《月の裏側の神》が住む次元の座標を、知ってるから」

「あ？」

「あら、あなたは知らなかったの？　《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》を飼っていて？」

「…………」

「それに、この世界の神──《天てん魔ま》の居場所は知ってて、その敵の……《月の裏側の神》の場所は知らないなんてことが……」

　が、遮さえぎって、月光は聞く。

「能書きはいい。場所を教えろ。すぐに会いにいく」

「おっと、そんな簡単に会ってくれる相手でもないと思うけど。なにせ相手は、異い形ぎようの神よ？」

「だから？」

「そうじゃなくても、もしも《月の裏側の神》が、あたしたちの敵なら……」

「関係ない。躊ちゆう躇ちよしたところで、新しい情報は手に入らないし、タイムリミットは、どうせあと四日だ。なら、さっさといって、敵なら始末する。味方なら引き入れて、さらに情報を集める」

　という言葉に、スクラルドはまた、こちらを楽しげに見つめ、

「やっぱり、いいお婿むこさ……」

「黙だまれ。さっさと座標を言え」

　それに、スクラルドは《月の裏側の神》が住む次元の、座標を言った。

　その座標は《天魔》がいる場所や、魔界マクアエとも違ちがう、非常に複雑な次元に存在しているようだった。

　この、月光たちが住んでいる次元とは繫がっていない、遠い遠い場所のようだった。

　だが、そんな場所でさえ、おそらく生徒会にある《聖地》なら、扉とびらを繫ぐことが、できる。

　だからすぐに、

「……開け」

　と、月光は言った。

　一度、生徒会室へと、《道み程ち》を開く。

　するとスクラルドが、言った。

「ねえゲッコー」

「なんだ？」

「うちの娘むすめも、連れてくの？」

　その問いに、月光は振ふり返って、答える。

「なぜだ？　危険な思いをするのは、俺だけでいい」

「…………」

「そうじゃなくても相手は神なんだろう？　美雷の一人や二人、連れていったところで……」

　が、スクラルドはそれに、両手を広げて、言う。

「いやいや、いまの美雷は、神の一人や二人ぐらい、簡単に殺せるだけの力があるのよ？」

「…………」

「なにせもう、あたしの力の大半が彼女の中にあるから。彼女は雷いかづちの王──もしも連れていけば、少しは役に……」

　が、無視して月光は生徒会室へと、戻もどる。

　そして、言う。

「必要ないな。もしも日向を喰くわせるための《毒まじゆつ》を俺にかけたのが《月の裏側の神》なら、奴やつらは俺を必要としている。つまり、俺を殺さないだろう？　なら、わざわざ美雷を危険にさらす必要はない」

「でも……」

　と言いかけたスクラルドの前で、

「閉じろ」

　と、《道み程ち》を閉じてしまう。

　それで魔界マクアエとの通路が、消える。

　誰だれもいない、生徒会室。

　時刻は八時。

　言いつけを守っているのなら、美雷はいま、ベッドの中だろう。

　寝ねているときの彼女のアホ面づらを思いだして、彼は小さく、苦く笑しようする。

「……まだ、起こす必要はないな」

　生徒会室の白い壁かべを見つめてから、頭の中に、さっき聞いた座標を思い浮うかべる。

　そして。

「……開け」

　と、呟つぶやく。

　すると《道み程ち》が開く。

《道み程ち》の先にあったのは、小さな、部屋だった。

　本当に、この生徒会室からも中の様子のすべてを把は握あくできてしまうくらいの、小さな、小さな、部屋。

　その中央に、光がある。

　おそらくは魔ま法ほうで生み出したのであろう、光。

　だが、それだけだった。

　そこにあるのは、それだけ。

「…………」

　部屋は破は壊かいされている。

　なにか大きな力が中心で爆ばく裂れつしたようで、天てん井じようも、床ゆかも、壁も、傷がついている。

　血のようなものも、飛び散っている。

　だが、あるのは、それだけ。

　あとはなにもいない。

　月光はそれを見つめ、それから、声をかけてみる。

「おい、誰か、いるか？」

　だが、反応がない。

　いや、本当にそこには、なにも感じられなかった。

　月光は一歩、その部屋へと踏ふみ込んでみるが、しかしなにも起きない。あきらかにここには、誰もいない。

　それに彼は、部屋を見回して──

「……いったい、どういうことだ？」

　と、呟く。

　するとそこで突とつ然ぜん、生徒会室から声がする。

「あれ、これ」

　女の、声。

　澄すんだ、綺き麗れいな声。

　月光はそちらを、見る。

　するとそこには、一人の魔女が立っている。

　真しん紅くの瞳ひとみで、おもしろそうにこちらを見つめて……

「……それ、昔私がいたとこだ」

　と、サイトヒメアがそう、言った。







　第四章　生徒会の仲間




「さあ、文化祭まで時間がないぞおおおおおおお！」

　ともう、一年三組の教室は盛り上がりまくっていた。

　なんでもこの盛り上がりは朝七時半から始まっているらしく、

「……いやぁ、授業中止で全時間文化祭の準備していいって言われた瞬しゆん間かん、この盛り上がりかよ」

　と、大たい兎とは席で、笑う。

　ちなみにいまの時刻は、八時十五分。

　朝のホームルームがあって、その後授業が始まる──という時間のはずで。

　いつもならこの、ホームルームには、寝ね坊ぼうした生徒たちが『すみませーん』とか謝りながらバラバラと集まる時間のはずなのだが、今日はほぼ、全生徒が自主的に七時半から教室にいるらしい。

　教室の前に立っている、名めい誉よコスプレ委員長と副コスプレ委員長に任命された、メガネコンビ、田た中なかくんと斉さい藤とうくんが黒板の前に立っている。

　その、田中が言う。

「たった一日で、全員分のアルテマ学園の制服を用意してしまう俺に、おまえら屈くつ服ぷくしろぉおおおおおおお！」

　と、手に持っていた袋ふくろから、バサバサとピンク色の制服を出す。

　男子たちが、

「うおおおおおおおお！」

　と叫さけび、女子たちが、

「きもぉおおおおおおい！」

　と叫び、しかしなぜか、全員楽しそうで。

　大兎はそれを、嬉しそうに、見る。

　それからこの、ほぼ全員そろっている教室の、空いている席を、見る。

　席は、二つ。

　一つはヒメアの席。

　いま、ヒメアは生徒会室に携けい帯たいを忘れたので、取りに戻っているところで。

　そしてもう一つは、

「…………」

　と、大兎は、自分の隣となりの席を、見る。

　遥はるかがいたはずの、席を。

　大兎に恋こい心ごころを持ち、そして消えていった、遥の席を。

　その、彼女の記き憶おくをもう、彼は持っているのだ。すべてを思い出したから。

　だから彼は悲しげに、愛いとおしげに、隣の席を見つめる。

「…………」

　無人の、席を見つめる。

　もちろん、遥は消えたわけではない。ただ、時雨しぐれ遥という存在が持っていた意識が消えて、力は──ヒメアと大兎の中に分散して、統合されたのだ。

　だがそれでも、彼女の最後は悲ひ哀あいに満ちていた。

　もっと生きたい、と叫ぶ。

　もっと愛されたい、と叫ぶ。

　遥は、人間の中に生まれたから、人間らしく、叫ぶ。

『大兎、大好き！』

　という、彼女の声を、頭の中で再現して。

「…………」

　それに、胸がちくりと痛むのを、感じる。

　自分がやったことなのに。

　自分が誘ゆう導どうし、計画し、こうなるように仕向けたことのはずなのに、その、彼女の寂さびしそうな顔を思い浮かべて、

『大兎！』

　罪悪感で、胸が、痛む。

　いや、痛みを感じているのは、人間の体だ。鉄くろがね大兎と呼ばれている人間の体と、心が、強い後こう悔かいを感じていて──

「……ああ、いいな、これ」

　大兎は、胸を押さえて、呟く。

「とても、生きている実感が、ある」

　そう、呟く。

　とそこで、メガネの斉藤が言ってくる。

「おい大兎！　なにぼうっとしてんだよ！」

「んー？」

「おまえも会議に参加しろよ！」

「えーっと、ああ、ごめん。なんだっけ？」

「提供するサービスは、どれくらいエロくしたら文化祭ナンバーワンになれるかって話だよ！」

　続いて不良の先せん輩ぱいたちとつきあいがあると噂うわさの、バスケ部の庭にわ野のが、

「男女で意見が真っ向からぶつかってんだ。おまえも男子に加勢しろ！」

「意見がぶつかってる？　って、どんな意見で？」

　それに田中が説明してくれる。

　なんでも、女子にお客とじゃんけんさせて、お客が勝ったら、コスプレを脱ぬいで、水着になるサービスをやりたいと男子たちが言い出していて、女子たちが猛もう反はん対たいらしい。

　酒さか井いさとみが、言ってくる。

「どう思う？　大兎くん！」

　続いて庭野が言う。

「こんくらいしなきゃ、勝てねぇよな？　なんせ敵は、一年だけでも十クラスもあるんだぞ？」

　それに大兎は、もしもそんなサービスが提供されたときのことを想像してみる。

　じゃんけんで、女子たちが制服をちょっとずつ脱いでいく、光景──

　それに、

「……なんか、大人のお店みたいだな」

「ほらぁ！」

　と、女子たちが怒ど鳴なる。

　続いて男子が、

「馬ば鹿か、大兎、この話は昨日、おまえがいないとこで、男子全員で押しきるぞって打ち合わせ終わってんだぞ！　ちょ、おまえはもういいから教室出てろ！」

「えー」

　と、驚おどろいてる暇ひまもなく、ぐいぐいと押されて教室を出されてしまって、扉とびらが一気に、閉まる。

　閉まると同時にまた、教室の中ではギャーギャーと揉もめる声が聞こえてきて。

「あー、このタイミングでこんだけ揉めてるんじゃ、勝てないかなぁ」

　と、大兎は笑う。

　まあ、本当はその、すべてがどうでもいいのだが。

　だって、結果はでないのだ。

　文化祭の最終日である四日後の、後夜祭でどの出し物が一番売上を出したのかの発表があるはずだが、しかし、この世界は──

「…………」

　その、後夜祭にたどりつくことなく、消しよう滅めつするのだから。

　だがそれでも、大兎は教室の人間たちを──クラスの仲間たちを好ましく思う。

　そしてこの感情が自分のものなのか、自分が入っている器うつわ──鉄大兎──のものなのかが、わからない。

　ただ、仲間が消滅することを寂しく思う気持ちと、すべてがどうでもいいと思う気持ちが同居していて。

「……ははっ」

　と、彼は笑う。

　そのまま教室から追い出されてしまって、どうしようかな、と、思う。

　他ほかにやることはあまり、ないのだ。

　月光からは、《預言》の調査を進めろと言われているが、しかし、

「……《預言》はもう、全部読めるしなぁ。なにせ、俺と黒くろ守すで、書いたものだし」

　とそこで、

「大兎っち～」

　背後から、声をかけられる。

　泉いずみの声だ。

　大兎が振ふり返ると、そこには一人の、コスプレしているわけでもないのに異常なほどにスカートの短い少女が立っている。

　碧あお水み泉だ。

　その泉を見下ろして、

「あれ、おまえらも教室追い出されたの？」

　と、聞く。

　すると泉はへらへら笑って、言う。

「いやいや、私、追い出されるほどクラスのみんなと仲よくしてないしねぇ……ってか、大兎っちは追い出されたの？」

　というのに、大兎は苦く笑しようする。

「なんかね。あ、でもあれだぞ？　俺、嫌きらわれてないぞ？」

「あはは。なにそれなにそれ。言い訳しなきゃ、気にもしなかったのに。あ、あ、もしかしていじめられてるんじゃないのー？」

「え？　いやーたぶん、ないと思うんだけどなぁ」

　と、わざと不安げな顔を作ってみせ、大兎は教室のほうを、見る。

　やはり教室はギャーギャーと騒さわがしくて、それに彼は、苦笑する。

　すると泉も、笑う。

「あは。んで、嫌われものの大兎っちはいまから、どうするの？」

「んー、とりあえず生徒会室に、いくかなぁ。おまえは？」

「なにを隠かくそう、私はいまから初めて教室へいくわけですよ」

「うお、すげぇ遅ち刻こくだぞ」

「それが不良の泉ちゃんの生き様ですよ」

「へー」

　と、大兎が言うと、泉はまた、笑う。

　そのまま、

「じゃ、私も教室に顔だして鞄かばんおいたら、生徒会室いくねー」

「ってそれ、教室いく意味あんの？」

「もちろん。教室のみんなに、あ、今日も泉ってば不良だーって思ってもらえるでしょ？」

「なんだそりゃ」

「あはは、んじゃあとでねー」

　と笑い、ひらひら手を振る。そのまま彼女は去っていく。

　その後ろ姿と、短いスカート、細い足を見つめ──

「んじゃ、俺も生徒会室いくかなぁ。あそこが一番、世界の崩ほう壊かいをおもしろく見れるし」

　と、呟つぶやく。

　そして大兎も、だらだらと歩き始めた。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　その、鉄大兎が去っていくのを、

「…………」

　泉は振り返って、見つめる。

　もう一度手を振って、

「大兎っち、あっとでね～」

　と言うと、大兎は手を振り返してくる。

　そのまま大兎がいなくなるのを見つめてから、泉は言う。

「……と、いうわけなんだけど～、話し始めて、いいかな？」

　するとそれに、廊ろう下かを曲がった角にいた、セルジュとハスガが出てきて、

「ちょ、待て。いまやる……」

　と、ハスガが両手をこちらに押し出してくる。

　彼の手が、泉の金きん髪ぱつの頭をはさむ。

　刹せつ那な、ハスガの両手の間の空間が、ぐにゃりと赤く歪ゆがむ。さらにハスガの額に、角が一本、生えだしてくる。

　そして彼は、持って生まれた破は壊かいの力を、全力で泉の頭の中にたたきこみながら、

「う、うお、わあぁあああああやばい、呪のろいを壊こわしきれな……無理無理無理、逆流してきて、俺の腕うでが吹っ飛……」

　が、そこで横からセルジュがそのハスガの腕をつかみ、

「……呪いを、封ふう印いんする！」

　と、ハスガを助ける。

　だがそれでも、泉の頭から流れ込んでくる呪いを処理しきれないようで、

「ぐぅっ」

　と、セルジュがうめく。

　それからハスガがこちらを見て、

「……ちょ、急げ泉！　一分くらいしかもたねぇぞ、これ。早く話せ！」

　と、叫さけぶ。

　それに泉は顔を真っ赤にして、必死に力を展開するハスガを見上げ、それから言う。

「だって～。遥ちゃん。聞いた？」

　するとそれに、頭の中で、声がする。

《うん。聞いた。でも、私が手伝っているとはいえ、一分も《預言》からの干かん渉しようを破壊できるのは、すごいよ。これで私たちがしてることを、《月の裏側の神》に見られないですむ。いまこの瞬しゆん間かん、私たちは《預言》の外にいる》

　という言葉を、おそらくはいまの言葉が聞こえていないであろう、セルジュとハスガに、泉は伝える。

「あのね、セルジュっちとハスガっち」

「あ？」

「なんでしょう？」

「遥ちゃん、二人の実力がすごいってさ」

　瞬間、褒ほめられて嬉うれしかったのか、ハスガが言った。

「ンなこたいいから、さっさと話進めろおおおおおおおおお！　じゃなくても俺、もう、これ以上力使ったら死にかね………………」

　が、もうそれ以上言葉が続けられない。ハスガの膝ひざが、がくんっと落ちる。それも泉の頭をつかんだまま落ちたので、

「おとと」

　彼女は体勢を、崩くずす。

　そしてそのまま、

「で、話の続きなんだけど……」

　すると頭の中で、声がする。

《時間がないから、すぐにアレと、意識を繫つなぐね……》

　それに泉は一瞬、なにか言おうとして、しかしやめる。一分しかないなら、途と中ちゆうで話を遮さえぎるべきでは、ないだろう。

　それに、泉は目を閉じる。意識を自分の、頭の中へと向ける。

　すると目を閉じたさきの闇やみに、一人の少女が現れる。

　かわいらしい感じの、少女。

　名前は時雨遥というらしい。

　そして彼女が、泉の頭の中に、腫しゆ瘍ようとして収められていた呪いの正体だった。

　その呪いは、紅くれない月げつ光こうを陥おとしいれるための、呪いだったのだという。

　そしてその呪いは、目的を達した瞬間に、消えるようにプログラムされていたのだという。

　だから昨日の夜──その呪いが月光にかけられた瞬間、彼女は消えるはずだったのだが……

　しかし、そうはならなかった。

　なぜなら泉が、彼女を守ったから。

　いや、泉の中にいつの間にか入り込んでいた別の呪いが、時雨遥が消滅するのを、防いでしまったから──

「…………」

　遥が言う。

　こちらを見つめ、それから背後を指差して、

《泉ちゃん……あの、遠くにいる黒い影かげが見える？》

　それに泉が、遥が指差したほうを見ると、そこには暗闇よりも黒い、なにかが蠢うごめいていて。

　そしてその、黒が、




　カチ、カチカチカチ、カチカチカチカチカチカチ──




　と、虫が歯を嚙かみ合わせているような、不気味な音をあげる。

　それを泉は見上げて、

「うっわー、なんか、きもいの出てきた。これは、遥ちゃん手伝ったの、間ま違ちがいだったかなー」

　と言う。

　すると遥が笑って、

「泉ちゃんに、選せん択たく肢しはなかったと思うけど……」

「そなの？」

「だってあなたは、私を助けるために、配置されてたみたいだから」

「……配置？　なんか、あらかじめそこに置かれてただけの、人形みたいな言われようで嫌いやなんだけど」

　するとまた、遥が笑う。少し悲しそうに、笑う。

「ね。ほんとに、嫌になるよねぇ」

「…………」

　と、泉は遥のほうを見てから、もう一度黒い、カチカチうるさい塊かたまりを見上げて言う。

「でー？　これ、どゆことなの？　私の体使って遥ちゃんを救って……で、私たちになにさせるつもりー？」

　すると黒い塊が、

《……………………………………》

　なにかを、言う。

　だが、その声は、聞こえない。

　ただ、その黒い塊が言いたいことは、頭の中にダイレクトに、伝わってくる。

　塊が伝えたいことは、こういうことだった。




『我は、神だ。

　この世の神だ。

　すべての《預言》と運命を描えがき、その《預言》を描き続けるためだけに、存在する。

　だが、異界の《狂神》から攻こう撃げきを受けた。

　我の身体は食い荒あらされ、四散し、《預言》は奪うばわれた。

《狂神》は《預言》を描く術すべを知らずに《預言》に介かい入にゆうし、すべてを消してしまおうとしている。

　それを、止める必要がある。

　だから我は四散した身体を少しずつ人間の中に入れ、《狂神》に見つからないよう、時を待った──』







　と、そこまでの情報が、言葉だけじゃなく、なにやら歴史大河ドラマかなんかの予告を一気に見せられるかのように、映像でズバババと脳ミソにたたき込まれて、

「わーわーわー、ちょっと待ってちょっと待って。あの、なんか神様っぽい映像ドカンドカン見せられても、庶しよ民みんな私では処理しきれないんだけど。あと、ハスガとセルジュに聞いたこと口で説明しながらだから、あー、情報いったん止め……」

　が、神は無視だった。

　次の情報の波がくる。







『《狂神》は所しよ詮せん、狂くるっている。

《預言》のすべてを把は握あくする力がありながら、見ようとしない。

　ただ、壊すだけ。

　だから取るに足りない人の身に、幻げん獣じゆうの身に、半人半はん妖ようの身に、鴉からすの身に、我は力を小さく、小さく、分けた。

《狂神》に、気付かれないように。

《狂神》に、見つからないように』







　そしてその、《狂神》という名があがるごとに、大兎の映像が浮うかぶ。

　笑う鉄大兎の映像。




《孤ク独ロをガ埋ネめタるイ人ト》──の映像が、頭の中に浮かんで、




「……大兎っち、さっき普ふ通つうだったけどなぁ……」

　と、泉は呟つぶやく。

　だが、頭の中にたたきつけられるように入り込んでくる情報では、もう、大兎は普通ではなかった。

《狂神》が意識を完全に奪い、泉たちが知っている大兎では、なかった。

　そしてそれを信じるのであれば、さっきの大兎の態度は、あきらかに演技で。

　だからこそ、







『我が、おまえらに力をやろう。

《預言》を斬きり裂さく力を。

《狂神》が生み出した、忌いまわしい《預言》を斬り伏ふせる力を。

　そのために、そこにいる混血ハーフブリードたちの母親を、受じゆ胎たいさせた。

　そのために、鴉を二羽に分けた。

　そのためだけに、おまえを、選んだ』







　と、いうことらしい。

　なにやら自分の中には神様の断だん片ぺんのようなものが入っているらしい。

　で、もうすぐ破は滅めつしそうないまの世界は、この、神様が、他ほかの神様との縄なわ張ばり争いに負けてしまったことが原因なのだという。

　しかしそれを止めるために、ありがたいことにこの神様は、彼女の頭の中に力を入れてくれていたらしい。

　で、あれだ。

　私は、あれだ。

　子供のころからずっと、脳のう腫しゆ瘍ようかもしれないとか思い悩なやんで、家族が泣いて、弟たちが私に遠えん慮りよして笑え顔がおを取り繕つくろって、で、これ以上大切な人を作って泣かせるのは嫌だから、私は、恋こい人びとは作らないようにしようとか、決意して……

　でもそのすべてが、この、お偉えらい神様が今日、世界を救うために私に与あたえてくれた、お偉い力なのだー！　と判明するとか、ね。

　なんか、それ。

　なんだか、それ、

「……すっごくムカついて、全然手伝いたくならないんですけど？」

　するとそれに、自じ称しよう神が、







『……………………』







　なにかを言おうとした、ところで、

「限界だぁあああああああああああ！」

　ハスガが、叫さけんだ。

　瞬しゆん間かん、意識が戻もどる。

　現実に戻る。

　遥ちゃんやら、自称神の姿が消し飛んで──

　目を、開く。

「…………」

　すると目の前には、ぜえはあと肩かたで息をし、汗あせだくになっているハスガと、セルジュがいて。

　ハスガがこちらを、疲つかれた顔で、見る。

「…………」

　だが、なにも言わない。

　言えばそれが、《預言》に載のる。

《狂神》に、伝わる。

　だから泉はその、ハズガを見つめてにっこり笑って、

「なーんか、楽しみだねー、文化祭」

　と、言う。

　するとそれにセルジュがやはり、汗だくで、手で紅潮した頰ほおを扇あおぎながら、

「泉さんのコスプレ姿、見たいですしねぇ」

　続いてハスガが、

「っておまえらさぁ、四日後に《預言》で世界がなくなるかもっていうのに、コスプレの話かよ」

　と、突つっ込む。

　が、いま起きた出来事については、なにも言わない。

　もう、全員が、状じよう況きようをわかっているから。

　泉はさっき、目を閉じたまま、自称神様が言う言葉を一生懸けん命めいハスガたちに説明していたはずなので（といっても、目を閉じて、神様と対話しながら口を動かしていたので、どこまでちゃんと喋しやべれていたかはいまいち自信がないのだが）でも、ハスガたちがなにも言わない、となると、おそらくはそこそこちゃんと、情報は伝えられていたのだろう。

　私たちには、敵がいること。

　そしてその敵は、やはり神である、ということ。

　その神様は、大兎の中に入っているらしいこと。

　そしてそいつはすべてを監かん視ししていて、もしも泉たちが真実に近づいていて、《預言》を出し抜ぬこうとしている、とバレたら、すぐに対処しにきてしまう可能性があること。

　そしてたぶん、あれも。

「…………」

　ハスガとセルジュの、親の話も。

　二人はエルフと、そしてなにか、よくわからない誰だれかの混血で。

　そしてそのせいで、長い間差別を受け続けてきたのだ。

　エルフの世界は閉へい鎖さ的で、決して、混血の子供を受け入れてくれたりは、しないのだという。だからきっと二人は、理り不ふ尽じんな差別や迫はく害がいの中、必死に生きてきたはずだった。

　ハスガからは昔の話をたまに聞いていたが、それはかなりひどい話ばかりで。

　最後は、セルジュが助けてくれたから今日まで生きてこられた、なんて、笑い話に変えていたが、でも、いまの日本じゃ考えられないような、すごくひどい話ばかりで。

　それを話しているときのハスガは、いつも、あまり楽しくなさそうで。

「…………」

　でもそれも、ハスガたちは口にしなかった。

　自分の父親が誰だったのかが、わかったのに。

　母親が利用されただけだった、と、わかったのに。

　おまけにその母親は、父親のわからない子供を産んだことによってエルフの集落を追われ、人間に監禁され改造されてしまい、いまも、苦しんでいるというのに……

　ハスガは、笑って、

「あー、とりあえず、疲れた。ちょっと寝ねよかなぁ」

　なんて、言う。

　続いてセルジュも、

「喉のども渇かわきました。お兄さんが、コーラおごってあげましょうか？」

「オレンジジュース」

「あは、ハスガは子供っぽくて、かわいいなぁ」

「オレンジジュースのどこが子供っぽいんだよ」

　なんて言い合いながら、ハスガがこちらを見て、言う。

「で、泉はなに飲む？」

　それに彼女は笑って、言う。

「おごり？」

「えー？　まあ、いいけど」

「じゃ、私もハスガと同じで子供なので、オレンジジュースをいただきます」

「だからなんでオレンジジュースが子供なんだよ！」

　なんて言って、笑って。

　しかしたぶん、三人とも、笑えるような気分じゃなかった。

　なにせ自分の人生は、神様が《狂神》を出し抜くために秘ひ密みつ裏りに用意した、捨て駒ごまのような存在だ、と、言われたのだから。

　だからそれに、泉は一言、

「……なーんか。なーんかさぁ」

「ん？」

　と、ハスガがこちらを見下ろしてくる。

　それに泉は、言った。

「なーんか、イライラする。生理前かなぁ」

　と、生理前でもなんでもないのに、とりあえず、自称神の言うことにイラついてることを言ってみると、それにハスガが笑って、

「……俺も」

　なんて、言う。

　続いてセルジュが、

「僕も」

　と、笑って。

　どうやら三人とも、生理前のようだった。

　それに泉も笑い、

「あはは。じゃあ、オレンジジュース飲まなきゃ」

　と、二人の背中をたたいて、購こう買ばいへと向かう。

　学校は文化祭だなんだと盛り上がっているのだが、友達の少ない三人は、こそこそと購買へとジュースを買いに向かいながら、しかしたぶん、同じことを考えている。

　もう一度、自称神様とコンタクトを取ること。

　でも、むかつく神様の言うことは、聞かない、ということ。

　自分たちの方法で破滅を防いで、おまけに神様とやらにも、おまえら勝手放題やるんじゃない！　と怒ど鳴なりつけてやること。

　もちろん全部を成功させるのは、難しいだろう。

　なにせ相手は、神なのだ。

　敵も味方も神で。

　で、おまけに、味方のほうの神も、信用に足るとは、とても思えなかった。

　なにせ、さっきの話を聞いただけでも、わかることがたくさんあったのだ。

　あいつは……あいつらは、人をまるで、ゴミのように扱あつかっている。

　感情のない、人形のように扱っている。

　でもじゃあ、神も、《狂神》とかいうのも信用できないとして、いったい、なにを信用すればいいのか？

　なにを心のよりどころに、前に進めばいいのか？
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　それをしかし、もう、自分は迷ったりしない。

　なぜなら、

「……二人とも、信じてっからねぇ」

　なぜなら、信用に足る仲間はもう、いるから。

　泉はもう一度、思いっきり二人の背中をたたいて、

「さあ、オレンジジュース、飲むぞー！」

　と勢い込むと、横でハスガが、

「なんだよ、そりゃ」

　と、笑った。







　第五章　魔女たち




　頭痛がする。

　かすかな、頭痛がする。

　そしてその、頭痛に対して、

「……消えろ」

　細い指を伸のばし、魔ま術じゆつを展開して、サイトヒメアはそう、命じた。

　だが、痛みは消えない。

　それに、

「……もう」

　と、小さく、うめく。

　彼女は頭を押さえて、

「……いったい、どうしたんだろう」

　と、呟つぶやく。

　自分の頭の中の、どの部分が痛んでいるのかを探さぐろうとするが、しかしやはり、わからない。

　そしてそんなことは初めてで、彼女は不思議な気分になる。

　もちろん、気になるほどの痛みではないし、体のどこかが損傷したとしても、痛みを切り離はなす魔法を使ってしまえばいいので、どうでもいいと言えば、どうでもいいのだが。

　それでも、

「なんか、気になるなぁ……」

　と、頭をぽんぽんっと、たたく。それから痛みを切り離してしまう。

　それで痛みはなくなる。

　違い和わ感かんも頭の奥から、消える。

　だが、

「……誰かに傷つけられるんじゃなくて、自分の中が痛いだなんて、初めてだな」

　と、彼女は不思議そうに言う。

「大たい兎とのことが好きすぎて、胸が痛いことは、あるんだけどなぁ♡」

　なんて、胸を押さえて、ちょっとだけ嬉うれしそうに言う。

　だが、大兎のことを考えて気分がよくなったところで、さっきの問題は解決したりしないので、もう一度頭に触ふれて、

「あとでちょっと、なにが起きてるのか調べる魔法を使わないと。もう、大兎の願いが四日後に全部かなうのに、妙みようなミスで邪じや魔ましないようにしなきゃ……」

　などと言いながら、彼女は廊ろう下かを歩いていく。

　彼女が向かっているのは、生徒会室だ。

　携けい帯たい電話を生徒会室に置いたまま出てきてしまって、それを取ってくるように、と、大兎に言われたのだが。

「ああ、早く携帯持って、大兎のところに、戻もどらなきゃなぁ」

　と、彼女は生徒会室の前へと、やってくる。扉とびらを、開く。中に入る。

　すると中には、月げつ光こうがいる。

　月光は《道み程ち》を開いている。

　といっても、月光がなにをしてようと彼女は興味がないので、机の上に置きっ放しにしていた携帯を見つけ、それを取ろうとするが──

　しかし、月光が開いている《道み程ち》の先が目に入って、思わず、

「……それ、昔私がいたとこだ」

　そう、声を出してしまった。

　すると月光が、振ふり返ってくる。鋭するどい瞳ひとみでこちらをにらみ、

「……ほう。おまえは、ここにいたのか？」

　と、聞かれる。

　ヒメアはうなずく。

「うん」

「それは、いつのことだ？」

　そう聞かれ、しかし覚えていなかった。たぶん、それはものすごく昔の話で。

　遠い遠い、昔の話で。

　まるでお伽とぎ噺ばなしを思い出すみたいに、ヒメアはその部屋についての記き憶おくを探る。

　自分が生まれた場所。

《最古の魔女ラミエル・リリス》の腕うでを千切って、大兎が自分を生み出してくれた場所。

　大兎は最初から優やさしくて、いつもそばにいてくれて、彼女に温ぬくもりと、生きる意味をくれる。

　その、大兎の顔を思い出してまた、彼女は嬉しそうに微笑ほほえむ。

　するとまた、月光がうるさく聞いてくる。

《道み程ち》をくぐり、生徒会室へと戻ってきて。

「……話を、聞かせろ。おまえはあそこに、いつまでいた？」

　それにヒメアは、答える。

「覚えてない。そもそも私は、暦こよみを数えたり、しないから」

　自分が数えていたのは、大兎を待ち続けていた間の時間、だけだ。大兎が自分を迎むかえにきてくれるまでの時間。

　彼と離れている時間以外は、なにもかもが、どうでもよかった。

　だが、月光はさらに聞いてくる。

「で、なぜあの世界には、いま誰だれもいない？」

　それにヒメアは、月光を見つめて、言う。

「……質問が多いなぁ。いちいちあんたに答えてやる筋合いは……」

　が、月光はさらに、続けてくる。

「いいから、答えろ」

「…………」

　それに、ヒメアは答えてやる。ここでなにを答えたところでもう、なにも変わらないから。全部が結局、大兎が思い描えがいたとおりになっていくから。

　だから彼女は言った。

「……誰もいないのは、もう、そこの主あるじは死んだから」

「死んだ？」

「ええ。《最古の魔女ラミエル・リリス》は、喰くわれて死んだ」

「どういうことだ。いったい、誰に喰われた？」

「本当に、質問が多い」

「答えろ。ここでいったいなにが起きた？」

　それにまた、ヒメアは思い出す。

　異い形ぎようの神《最古の魔女ラミエル・リリス》の孤こ独どくを埋うめるために生み出された木偶でく人形──クロガネタイトのことを。

　そしてそのクロガネタイトが、主の孤独を埋めるための方法を、必死に考えていたことを。

　主に笑いかけ、話しかけ、泣いたり笑ったり演技をして。

　何世紀も、何世紀も、必死に主の孤独を埋めようとして。

　そしてたぶん、そのときから自分は、

「…………」

　私は、大兎に恋こいをしていたのだと思う。

　報むくわれないのに。

　絶対に振り向いてもらえないのに、一生懸けん命めい《最古の魔女ラミエル・リリス》に笑いかける彼を見て──

　私は、彼に恋をした。

《最古の魔女ラミエル・リリス》の中から、彼に恋をした。

　でも私も、所しよ詮せんは《最古の魔女ラミエル・リリス》の、一部。

　主の中の、感情の、一部。

　ということはたぶん、主も憧あこがれていたのだ。

　大兎に。

　一生懸命になることができる、生きる意味を持っている大兎に。

　大兎は本当に必死だった。

　主を喜ばせる方法を探して探して。

　孤独を埋める方法を探して探して。

　やがて大兎はあの、部屋の外へと、出てしまう。

　部屋を出る方法を、見つけてしまう。

　その方法を教えたのは、若い、人間の魔術師だった。

　クロス・フィリエルという名の、魔術師。

　そして魔術師は木偶人形に、主を喰らう方法を、教えた。自分の願いを叶かなえてもらう契けい約やくと引き替かえに、クロガネタイトに、主を救う方法を、教えた。

　大兎は喜んだ。

　これでやっと、主の喜ぶ姿が見られる。

　大兎は喜んだ。

　これでやっと、主が泣く姿を見ないですむ。

　大兎は喜んだ。

　これでやっと、主の苦痛を、消せる。

　そして大兎は……《最古の魔女ラミエル・リリス》を、喰った。

　そのときのことを思い出し、そしてヒメアは月光の、『ここでいったい、なにが起きた？』という言葉に、答えた。

「……たぶん、あれは……自殺、かな」

「自殺？」

「ええ。《最古の魔女ラミエル・リリス》は、消えたがってた」

「…………」

「で、消える方法を見つけて、消えた。たぶん、それだけの話だと思う」

　が、月光にはわからないのか、こちらをにらみつけて、言った。

「つまりもう、《最古の魔女ラミエル・リリス》はいないということか？」

　その問いに、ヒメアはうなずく。

「うん」

「じゃあ、《月の裏側の神》はもう、残っていないのか？」

「残ってないっていう表現は、おかしいかな。もとからあそこには、一人しか存在してなかったから。あそこにいたのは、もとから《最古の魔女ラミエル・リリス》、一人だけ」

「だがもう、そいつは自殺して、存在しない？」

「ええ」

「そしてもとからあの部屋には、《最古の魔女ラミエル・リリス》しか、存在していなかった？」

「そう」

「でもじゃあおまえはいったい……」

　とそこで、月光が腰こしの剣けんを、引き抜ぬく。そしてこちらに向けて、

「何者だ？」

　と、聞いてくる。

「おまえは、《月の裏側の神》の仲間じゃないのか？」

　それにヒメアは月光を見つめて、答える。

「あはは」

「答えろ。おまえは何者だ？　それともまた、記憶がないフリをするか？」

　なんて、言ってくる。

　だが、記憶がないフリなどは、したことがなかった。実際についこの間まで、記憶がなかったのだ。

　それはヒメアだけじゃなく、大兎も、遥はるかも、記憶がなかった。

　かつて《最古の魔女ラミエル・リリス》と呼ばれた神に生み出された三人は、記憶がないまま、《預言》の中を生きていた。

　そしてその、理由は……

「は、ははは、あはは」

　ヒメアは、笑う。

　その、次の瞬しゆん間かん、月光が前に出る。剣を振り上げる。

　動きが、以前よりも速い。なにをしたのか、もう、人間のものとは思えないほどに、速いが──

「……それは力が戻った私と、戦えるレベルなのかしら？　《天魔》の、鴉からすよ」

　ヒメアは右手をあげる。宙空に呪じゆ文もんが描かき込まれていく。

　月光がその、呪文へと剣を振り、

「祓はらえ、凶剣スペル・エラー！」

　叫さけぶ。

　あっさり呪文は消し飛ぶが、しかし、別にどうでもいい。

　ヒメアは跳とぶ。あらかじめ小声で唱えていた呪文で、自分の体重が羽綿のように軽くなり、一気に天てん井じようまで浮うかぶ。

　月光がそれを見上げて、

「逃にがすか」

　床ゆかを蹴ける。

　どんっと床に穴があき、その瞬間彼の足に、まるで美み雷らいが使うような稲いな妻ずまが弾はじける。

「へぇ、なにそれ」

「おまえの、知ったことか！」

　剣が一気に突つき込まれる。

　ヒメアは天井に右手をつき、さらに、左手で描いていた魔ま法ほう陣じんを見せて、言う。

「これ、なーんだ？」

「知るか」

　月光は言って、凶剣スペル・エラーを突きだしてくる。剣はあっさり、ヒメアの喉のどを貫つらぬき、天井に縫ぬい付ける。

「この魔女を、封ふうじろ凶剣スペル・エラー！」

　と、命じる月光に、ヒメアは笑いながら言う。

「ちょっと、仲間に手をあげないのが、ポリシーじゃなかったの？」

　それに月光がにやりと笑って、

「仲間が中ちゆう途と半はん端ぱに記き憶おく喪そう失しつのようだから、ちょっと頭を殴なぐってやろうとしてるだけだ」

　などと、言う。

　そしてそれに、ヒメアはにっこり笑って、左手に生み出していた魔法陣を掲かかげる。

　月光がその魔法陣を見て、

「凶剣スペル・エラーで封じている間は、魔法は使えな……」

　が、ヒメアは、

「封じれてないよ。だってこの魔法陣──幻げん覚かくを生み出すものだから」

　と、言う。

　そしてその、魔法陣を掲げている左手の、指をぱちんっと鳴らす。
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　魔法陣が消える。

　刹せつ那な、幻覚で生み出していた、自分のコピーが、消える。

　天井で月光に剣で貫かれていた、コピーが消える。

　驚おどろいたように月光が目を大きく見開く。

　そしてそれを、

「あはは」

　ヒメアは、天井を見上げる。

　彼女は戦せん闘とうが始まってから、いま、コピーを消すまで、一歩も動いていなかった。

　そのままゆっくりと、机の上に置かれていた携けい帯たいを取る。画面にある、アドレス帳とやらを開き、大兎へと連れん絡らくする。

　電話はすぐに繫つながる。

「あ、大兎ー？」

　とそこで、月光がこちらを振ふり返る。

　そしてそれから、

「閉じろ。開け」

《聖地》へと、命じる。《道み程ち》が閉じ、再び開く。

　開いたさきには、ベッドがあるのが見える。その上に、雷かみなりの悪魔が寝ねているのが、見える。

　だがヒメアは無視で、電話のさきの愛いとしい人に、言う。

「なんか、月光に襲おそわれてるんだけど、どうしよ？」

　月光が、怒ど鳴なる。

「美雷！　起きる時間だ！　助けにこい！」

「ほえ？　な、なに!?」

　次元の裂さけ目の向こう。雷の悪魔が、月光の声に起きる。

　ヒメアはそちらを見てから、さらに言う。

「このままだと、負けるかも」

　すると電話の向こうから、大兎の声がする。

『捕つかまっていいよ』

「え？　そなの？」

『うん。もう捕まったところで、なにも変わらないから』

「あー。でも、大兎」

『ん？』

「大兎は月光と……喧けん嘩かしたくないんじゃない？」

『…………』

　それに一瞬、大兎の返事が、止まる。

『……どうして、そう思う？』

「んと、なんとなく……大兎は月光を気に入ってるなぁって……」

『…………』

「もちろん、人間の器うつわのほうの感情だと思うけど……でも、大兎は月光といるとき、すごく楽しそうだし、私、大兎が嬉うれしそうにしてるの、好きだから……」

　するとそれに、大兎が言ってくる。

『……へぇ、そうか。そう見えるのか』

「あ、あ、もしかして気分悪く……」

『いやいや、違ちがう。自分では、気付かなかったから……へぇ』

　と、言ったところで、邪じや魔まが入った。

　セーラー服姿の悪魔が生徒会室に入ってくる。

　さらに背後で月光が、

「……サイトヒメアを取り押さえろ」

　と、命じる。

　それに美雷が、

「……え？　え？　ヒメちゃんを？」

　と、驚く。こちらを見る。

　その美雷に手を上げて、ヒメアは言う。

「ちょっと待って。いま電話中だから」

「あ、うん。ねねゲッコー。電話中だって！」

　というのに月光が機き嫌げん悪そうに、

「敵の言うことを、聞くな！」

「え？　ヒメちゃん敵なの？」

「そうだ！」

「でもでもヒメちゃんだよ？」

「あー、なんだ。敵に操あやつられてるんだ！」

　と、いう説明になるらしい。

　ヒメアは振り返り月光を見る。

　それと同時に、電話の先から、大兎が言う。

『《預言》では……』

「うん」

『月光は優やさしいから、捕まえたところで、ヒメアをどうにもできない』

「うん」

『ヒメアを殺して、脳を開いて記憶を引き出せば、俺らの情報を引き出せるけど……月光にはそれができない。なにせ、俺らはあいつの仲間だから。あいつは、ヒメアのことを、仲間として心から大切に思ってるから』

「あ……」

　と、ヒメアはこちらをにらみつけてきている月光を、見る。

　そこで大兎が、続ける。

『だから月光にはもう、《預言》は斬きり裂けない。あまりに優しすぎて、もう、《預言》は分ぶん岐きしない』

　それにヒメアは、

「……そう」

　と、呟つぶやく。

『ああ』

「じゃあ、捕まるね」

『抵てい抗こうしなきゃ、優しくされるよ』

「……仲間だから？」

『……ああ』

「私を、月光が仲間と思ってくれるから？」

『そうだ。だからこそおまえも、月光や、生徒会の仲間たちが好きなんだろう？』

　と、大兎が言ってきたところで、月光の剣けんが閃ひらめく。

　手に持っていた携帯が、剣に斬り裂かれて、吹ふっ飛ぶ。

　月光がこちらを見て、言う。

「……俺が支給してやった携帯で、こそこそ話すんじゃない」

　それにヒメアは彼を見て、それから横にあった椅い子すに、座る。

　すると月光がこちらを見下ろして、

「ん？　どうした？　もう抵抗は終わりか？」

　と言われ、それにヒメアは、言った。

「……なぜ私が、抵抗するの？」

「ん？」

「……私たち、仲間なんでしょう？」

　それに月光はやはり、しばらくこちらをにらみつけてから、剣を収める。こちらから目をそらし、鬱うつ陶とうしげに、

「……ああ、そうだ。だからおまえは、俺に協力しろ」

　などと、言って。

「おまえが俺に助けを求める限り、俺はおまえを裏切らない。さあ、情報を寄よ越こせ」

　などと、言って。

　大兎の、言った通りだった。

　この男はあまりにも甘ちゃんで、世界を斬り開くには、優しすぎる。

　だが、それになぜか、

「…………」

　ヒメアはちくりと、胸が痛むのを感じた。

　さらにさっきの頭痛が、戻もどってくる。もう、魔法で切り離はなしたはずの頭痛が。頭の奥に潜ひそんでいたなにかがまた、目を覚まして。

　さらにその、頭痛の種が突とつ然ぜん、




《さて、じゃあこの状じよう況きようで……あなたはどっちを選ぶのかな？》




　声を発した。

　それもよく、知っている声。

　一番、聞きたくない、声。

「なっ……あなた、シグレ……」

　が、言葉はそれ以上、発せられない。

　ドンッと、頭の中で音が響ひびいたように、感じた。

　頭痛の種。

　頭の中に潜んでいた、異物の種。

　その種が、爆ばく裂れつした。

　中に入っていた《毒まじゆつ》が弾はじけて、ヒメアの脳をズタズタに斬り裂く。

「……あ」

　出せたのは、そんな声だけ。

　視界が真っ白に染まる。

　視神経が切断され、なにも見えなくなる。

「おい、サイトヒメア！」

　と、月光が叫さけぶのが聞こえた。

「ヒメちゃん、どうしたの!?」

　と、美雷が叫ぶのが、聞こえた。

　ヒメアを仲間だと言い張る二人が、心配げな声でそう叫ぶのが聞こえた。

　どうやら、自分は倒たおれたらしい。

　だが、それに反応することができない。

　脳が傷ついたのだ。この体を維い持じするための機能が壊こわれて、修復には、しばらくかかりそうなのだ。

　だが、なんとか残った脳の領域を確保して、意識を確立しようとする。いくつかの古語を使った魔ま法ほう陣じんと、呪じゆ文もんをそこに描かき込み、自分の体を再起動しようとする。

　だがその、ヒメアが足場にしようとした脳の領域に、一人の少女が立っていた。

　もちろんそれが、誰だれなのかはすぐにわかる。

　大兎に千切られた、《最古の魔女ラミエル・リリス》の左ひだり腕うで。

　私の、半身──

「……《終末の幸福シグレハルカ》」

　と、彼女の名前を、呼ぶ。

　黒くろ髪かみの、かわいらしい、少女。

　遥はこちらを見て、言ってくる。

「……久しぶり、《源書の光サイトヒメア》。大兎に選ばれて、勝ったと思った？」

　その遥を見つめ、ヒメアは言った。

「……いったい、どういうこと？　あなたは負けて、消えたはず。完全に私と大兎に、取り込まれたはず」

「そうね」

「そうしたらもう、《預言》は分岐しない。選ばれたのは私。大兎が描えがいたいくつかの分岐点はもう、残ってないはず」

「確かに、そう」

「じゃあ……」

　と、ヒメアは言う。

　遥を見つめて、彼女は言う。

「……じゃあ、あなたはなぜ、意識を保ってるの？」

　すると遥が両手を広げて楽しげに、

「私がいるのは、《預言》の外だからよ」

　などと、言う。

　だが、そんなはずが、なかった。

《預言》を──この世界の理ことわりを描ける力を持っているのは、もう、大兎しかいないはずなのだ。

　すでに以前の《預言》の主あるじは殺されてしまっており、《預言》に介かい入にゆうすることができるほどの力を持っているのは、大兎だけのはずなのだ。

　なのにいま、遥がいるのは《預言》の外だという。

　それにヒメアは、聞いた。

「……あなたはいったい、誰に魂たましいを売ったの？」

　しかし遥はそれに答えない。

「そんなことより……」

「答えなさい。あなたは大兎を裏切るつもり？」

　それに遥は、笑う。

　楽しげに、悲しげに、寂さみしげに笑って、

「……じゃあ、あなたは裏切らないの？」
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「え？」

「あなたの気持ちは、知ってるのよ、サイトヒメア。なにせ私は、あなたの分身だから……」

「…………」

「あなたは大兎が好き。おかしくなりそうなほどに、大兎が好き」

「…………」

「でも、途と中ちゆうから少しずつ、少しずつ、気持ちが変化しつつあるでしょう？」

「…………」

「あなたは、大兎が入った、人間の器うつわのほうを好きになり始めている」

「…………」

「優しい、弱い、優ゆう柔じゆう不断で、小さなことにすぐ揺ゆらぐ、人間の器のほうを好きになり始めている」

「…………」

「でもそれも当然よね。だってそれが、クロガネタイト自身がなりたいと願っている、理想の存在だから。私たち《最古の魔女ラミエル・リリス》から生まれた人形たちがなりたいと願った……弱く儚はかないけれど、生きる意味を持った存在だから。で、あなたはその、人間の大兎に恋こいをしている」

「…………」

「自分だけを愛してもらいたいと思いながら。自分だけを見つめて欲しいと思いながら……でも、すぐにどこかの誰かに目移りして、助けにいっちゃうような大兎のことを、愛いとしいと思っている」

「…………」

「月光や、泉いずみや、美雷や、セルジュ、ハスガ、妹、両親、友達、人間を大事にしたい、なんて甘いことを言い出して。力もないのに頑がん張ばろうとする、人間の大兎が愛おしくて愛おしくて……」

　とそこで、ヒメアはさっきから続けていた、魔術式の作成を、完かん了りようする。脳の中に広げた自分の存在の足場の増ぞう幅ふくを、始める。

　頭の中に現れた、シグレハルカを殺す、準備を始める。しかしそれに、遥は抵てい抗こうしようとする様子はなかった。

　ただ淡たん々たんと、遥は続ける。

「だから聞きにきたの。あなたはどちらを選ぶのか？　って」

　それにヒメアは答える。

「意味がわからない。もちろん大兎を選……」

「それはどっちの大兎？」

「…………」

「人間のほう？　それとも、人間に憧あこがれてる、私たちの分身のほう？」

「…………」

　それにヒメアは、遥を見つめて、

「……はっ。大兎に選んでもらえなかったあなたが、なにを企たくらんでるかは……」

　が、遥が笑って、

「あは。強がって。私の言葉が、胸に突つき刺ささってるのは、知ってる」

「あなたになにが……」

「全部よ。全部、わかる。わかるよ、ヒメア。だって、私はあなたの半身だから。ほとんど同じ体と、心を持ってるから。そして同じ人が好き」

「…………」

「同じ、人間の大兎が、好き」

「…………」

　そこで、ヒメアは手を上げる。

　もう、遥を消し飛ばすことができるだけの力は、溜たまっていた。あとは消えろと、呟つぶやくだけ。

　魔法を、発動するだけ。

　だが、ヒメアは、

「…………」

「あれ、殺さないの？」

「…………」

「それとも私の話が、聞きたくなった？」

「…………」

「なら、聞きなさい。あなたに教えてあげるから。人間のほうの大兎の、願いを叶かなえる方法を。あなたが大好きな、みんなに優やさしい大兎が、心から願っていることを……」

　が、そこで、

「消えろ」

　ヒメアは、言った。

　それですぐに、魔法が発動した。

　遥の体を中心に、魔法陣がぐるぐると回り始めて。

「……後こう悔かいするよ？」

　と、遥が言う。

「……うるさい」

「でも、まだ終わりじゃ……」

「うるさい」

「まだ私は負けてない……わ、私は……」

「うるさいぞ、《天てん魔まのウサギ》！　私の半身を、これ以上、いじめるな！」

　と、ヒメアは怒ど鳴なった。

　刹せつ那な、遥はこちらを見つめて、黙だまる。

　そして小さく微笑ほほえんで、

「でももう、目的は達成した。あなたの中に、気持ちに、疑念が生まれた。もうこれで、《預言》は真っ直すぐには進まな……」

　そこで、遥は消えた。

　その遥の周りに、ほんの少しだけ、遥に力を貸している者の残ざん骸がいが、残る。

　もう、消えてしまう運命のはずだった遥に、残ざん酷こくな希望を見せて拐かどわかしているバケモノの残骸が、残る。

　黒い、カチカチカチと、気味の悪い声で鳴く、《天魔のウサギ》の残骸が。

「…………」

　ヒメアはそれを見下ろして、一つ一つ、潰つぶしていく。

《毒まじゆつ》を放って、黒を、紫むらさき色いろに塗ぬりつぶしていく。

　それから、

「《天魔のウサギ》がまだ、生き残ってることを大兎に教えなきゃ……」

　と、呟く。

　するとそこで、

『でもそれは、どっちの大兎のため？』

　なんて声が、頭に響ひびく。

『人間の、大兎？　それとも、クロガネタイト？』

　そんな声が、頭に響く。

　しかしそれは、遥の声じゃない。

　自分の声。

　自分の、心の中の想おもいで──

「私は……」

　と、彼女は胸を押さえる。

「私の、気持ちは……」




　そこでヒメアは脳の修復を、終える。

　遥がいなくなってしまえば、修復は簡単だった。

　コントロールを失った体に、意識が戻もどる。視神経も再生し、目を、開く。

「……ん」

　すると彼女は、どういうわけか美雷に抱かかえ上げられていた。

　美雷は、

「ヒメちゃんがたいへ───ん！」

　とか言いながら、学校の廊ろう下かを走っている。　それを廊下にいる他ほかの生徒たちの群れが不思議そうに見ている。さらにその、美雷の横を、必死な顔の月光が併へい走そうしていて。

　彼女はその、必死顔の月光を、見る。

　そして聞く。

「……いったいあなたたち、なにしてるの？」

「ああっ？」

　と、月光が不ふ機き嫌げんに、こちらを見る。足を止める。そしてヒメアをにらんで、

「目を、覚ましたのか？」

「うん」

「どこか、悪いところがあるのか？」

「あったとしても、別にあなたに関係あることじゃ……」

　しかし遮さえぎって、月光が言う。

「いいから、答えろ。いまから《軍》に連れていって、治ち療りようする必要は、あるか？」

「…………」

　続いてヒメアを抱えていた美雷が、

「ねねね、ねねねねゲッコー、ヒメちゃん目ぇ覚ましたの？　大だい丈じよう夫ぶ？　大丈夫だった？？？」

　なんて、聞いてきて。

　ヒメアはその、二人を見る。

　どういうわけか、妙みように彼女のことを心配してくる、二人を見つめ。

「……さっきは剣けんで襲おそいかかってきたのに、いったいなんなの？」

　そう言うと月光が、

「やかましい。元気なら、いくらでも斬きってやる。だが……本当に大丈夫か？」

　続いて美雷が、

「だいじょぶじょぶ？」

　と、聞いてきて。

　そしてその、二人の姿にヒメアは、

「仲間。友達。人間……いったい、私は……」

　そこで美雷の手をつかんで、払はらう。それで廊下に降りる。

　頭痛はもう、ない。

　対処が終わったのだ。

　自分の体の中にはもう、遥はいない。

　なのになぜか、胸はちくちくと痛んだままで──

　それにヒメアは、

「……私はいったい、なにを求めてるんだろう」

　胸を押さえて、そう言った。







　幕間




　黒いウサギが言った。

《やあ大たい兎と。やあ大兎》

　胸の中にいる、《天魔》と、《月の裏側の神》を混ぜて作った、ウサギが言った。

《やあ大兎。やあ大兎》

　その声を、大兎は無視する。

　夜の、学校。

　その屋上に立ち、

「…………」

　大兎は胸の内側から膨ふくれあがる声を、無視する。

　だが、黒ウサギはおかまいなしに、

《やあ大兎。そろそろじゃない？》

　大兎の視神経を侵おかし、現実世界に現れる。

　もちろん、実際に現れるわけじゃない。なにせこの黒ウサギには、実体はないのだ。大兎の中の細さい胞ぼうに渦うず巻まく呪のろいのようなもので、こちらの世界には出てこられないはずなのだが──

　しかし、大兎の意識にはウサギが現れたように、見える。

　学校。

　夜の屋上の、中央。

　そこに、一いつ匹ぴきの黒いウサギの顔を持った、子供の姿が現れる。

　そのウサギに大兎は目をやり、それから空の月を指さして、言う。

「……月に帰れよ、黒ウサギ」

　するとウサギは笑って、

《あはは。ウサギは月で、餅もちでもついてろって？》

「ああ」

《ふふ。そんな迷信、君は信じてたのかぁ》

「…………」

《でも、月にウサギは棲すんでない。ウサギはこちらの世界の神だ。月の裏側は、君ら異い形ぎようの神の居場所だろう》

　それに大兎は、答える。

　ウサギを見つめ、それから、かつて自分がいた場所を、見上げて──

「もう、どちらにも、神はいないけどなぁ。月にいた《最古の魔女ラミエル・リリス》は、喰くった」

《そうだね》

「こっちにいた《天魔のウサギ》は、殺して《預言》を奪うばった」

《そうだったね。じゃ、もう、神様はいない。この世に神様はいない》

「…………」

　するとそこで、ウサギがあきれたように周囲を見回し、首を振ふりふり、

《いやー、神がいない世の中だから、こんなにひどいのかなー？　たとえば少子高こう齢れい化かで税金あげろーっとか》

「……はは」

《交通渋じゆう滞たいだーっとか》

「なんだよ、それ」

《最近の若者はなっとらーん、とかね》

「おまえはどこのジジイだよ」

　と、大兎は笑った。

　するとウサギも笑った。

《……ま、それはさておき、神はもう、いないわけだ。いるとしたら、君くらい？　君が神様になってくれる？》

　それに大兎は肩かたをすくめる。

「全然、興味ないけどね」

《あはは、興味ない奴やつが神だなんて、この世も終わったなー》

「そうだな」

《で、どうするの？　四日後──いや、もう夜だから、三日後か。君は昔の神《天てん魔まのウサギ》が作った《預言》の続きを描かく役目があるはずだけど》

「……おまえに、関係あることか？」

《そりゃあるでしょ。君がなにもしなきゃ、全部消えるんだし》

「…………」

《幸福の魔術を使ったとしても、君とサイトヒメアと、あと、クロスとかいったっけ？　契けい約やくしたあの、若い魔術師以外は全部消えた世界ができる》

「…………」

《でもそれを、君はほんとに望んでるのかな？　いや、そもそもなんで、君は《最古の魔女ラミエル・リリス》を喰って、《天魔のウサギ》も殺して、《預言》まで潰つぶして、長い時間をかけてこんなことをしてたのかな？》

　そう、問われて。

　そしてそれに大兎は、答えない。

「……知ってるだろ、おまえは」

　するとウサギが言った。にやにやと楽しげに笑って、言った。

《うん。知ってる。君がなにも考えてなかった、ってことだけは、知ってる》

「…………」

《ただ、苦しそうな《最古の魔女ラミエル・リリス》を救いたかった。そのための力が欲ほしかった》

「…………」

《でも、《最古の魔女ラミエル・リリス》の力は強大で。この世界を、宇宙を覆おおい尽つくすほど強大で──だからこそ彼女は、この世で一番、孤こ独どくだったわけだけれど──」

「…………」

《その彼女を救うためには、彼女と同じだけの力が必要で。だからその力を手に入れるために、君はもう一人の神《天魔のウサギ》を、クロスと共きよう謀ぼうして殺して、喰ったんだ。ただ、《最古の魔女ラミエル・リリス》の、苦痛を減らしてあげたい、という欲望のためだけに、君は行動した》

「…………」

《でも、そこには欲望しかなかったから、神がいなくなった世界がどうなるかとか、《預言》がどうなるかとか、未来がどうなるかなんてことは、考えてなかった》

「…………」

《あげく、これだよ》

　ウサギが笑いながら、周囲を見回す。

《あと数日で、この世界は無くなる。おまけに君は、《預言》の書き方を知らない。愛がないから。この世界に対する、興味がないから》

「…………」

　とそこで、ウサギがこちらを見る。そのままトコトコと、短い足でこちらに近づいてきて、手を伸のばす。

　ぐいっと手が伸びて、胸をどんっとたたかれる。

　そして、ウサギが言った。

《で、慌あわてて人間の器うつわに入ってみたって？　愛を知れば、未来を描えがく方法を知ることができるかもしれないから？　か弱い人間どもが、なぜあんなにも必死に生きてるのか、その理由を探さぐれば、未来を描く方法がわかるかもしれないから？　で、結局のところどうだい？　その方法は、わかったのかな？》

　その、問いに、大兎はウサギの腕うでをつかんで、言った。

「……わからなかった。だけどそれが、どうかしたか？」

　それにウサギはぎろりとこちらを見上げて、

《わからなかったなら、天魔のウサギに力を戻もどせよ。おまえに未来は作れない。未来を作る能力は──》

　が、そこで大兎はウサギを見下ろし、

「おっと……それはずいぶんと、《天魔》の側に寄った発言だなぁ」

　と、言う。

　そしてそこで、気付く。

　自分の中にいる、《天魔》と《月の裏側の神》を混ぜて安定させていた黒いウサギが、何者かに、操あやつられていることに。

　大兎はかすかな頭痛を感じ、それから、

「ああ、そうか。まだ少し、《天魔のウサギ》の力は、この世に残っていたか」

　するとウサギが、言う。

《おまえごときにすべて喰われるほど、我は……》

　が、そのウサギの首を大兎はつかむ。ぎゅっと、握にぎり潰すように、つかむ。

《…………》

　ウサギが黙だまる。

　それに大兎は、言う。

「だがもう、おまえにはどうにもできない。決しておまえには、力は戻らない」

　するとウサギが真しん紅くの瞳ひとみをこちらに向けて、言う。

《後こう悔かい、するぞ。おまえには未来は作れな……》

「作れなくていい」

《いまなら、間に合う。我に力を戻せば……》

「だめだ。おまえに力を戻せば、《最古の魔女ラミエル・リリス》は再び目覚めて、孤独に苦しむ。彼女は永遠の眠ねむりを望んでいる」

《そのために……その狂くるった魔女一人のためだけに、おまえは、他ほかのすべてのものを台なしに……》

　が、そこでウサギは、沈ちん黙もくした。

　大兎がウサギの首を潰し、千切ったからだ。

　そして彼は、

「……他のものは、どうでもいいんだよ。永遠の孤独は、俺と、ヒメアの二人だけで味わえばいい」

　と、言った。

　それから体の中に残っている、《天魔のウサギ》の意識を探す。もう、完全に取り込んで自分のものにしているはずだった、《天魔のウサギ》の力をすべて検けん索さくして、きちんと制せい御ぎよ下におかれているかを、確かく認にんする。

　するとまだ、一部異常エラーが起きているところを見つけて。

　それが、ついこの間取り込んだ《シグレハルカ》の意識の部分で。

　大兎は目を細めて、悲しげに言う。

「……遥はるかはそんなに、消えるのが嫌いやだったか」

　するとその、遥の部分を起点に、ウサギが言ってくる。

《消えるのが嫌なのは、遥だけじゃない。月げつ光こうも、美み雷らいも、泉いずみも、ハスガも、セルジュも、おまえの妹も、この世界のすべてのものが、《預言》を──この世の理ことわりを元に戻せと願っている》

「へぇ。だから、どうした？」

　そう言いながら、大兎は右の拳こぶしを上げる。いま、異常エラーが起きているのは、自分の心臓に近い部分の、細さい胞ぼうだった。

　だからそこを貫つらぬいて、壊こわせば、この異常エラーは消えるはずだった。

　そのために拳を掲かかげる。

　ウサギは相変わらず言う。

　必死な声で、言う。

《鉄くろがね大兎、聞こえるか？》

「……うるせぇよ」

《おまえじゃない。人間の、器に声をかけている。おまえもそうだろう？　まだ、人として生きたいと、そう願ってるだろう？　なら、抵てい抗こうしろ。このまま月の裏側のバケモノに、未来を奪われ……》

「だから、うるせぇって」

　と、大兎は拳を振るった。

　自分の心臓を貫いた。

　一度命が止まる。

　再び再生する。

　ヒメアの力で。

《最古の魔女ラミエル・リリス》が持っていた《毒まじゆつ》で。

　そしてそれで、

「…………」

　全部が、終わった。

　残っていた、遥の意識と、《天魔》の意識が潰され、異常エラーが消去された。

　もう、なにもかわらない。

　すべてが、破は滅めつへと向かう《預言》どおりに、進む。

　大兎はそれにふうっと、小さくため息をつき、それから大きく息を吸う。

　夜の屋上の、澄すんだ空気が肺に入ってくる。

　鉄大兎という名の、人間の器の肺に。

　するとまた、声がする。

　やはり自分の中に棲すんでいる、魔ま獣じゆうの声。

《……すごく、静かになったに》

　ヴィショウブ・エレランカという名の、猫ねこのような姿の、魔獣。

　大兎は、ニャン吉きちとその魔獣のことを呼んでいたはずで。

　その、ニャン吉が言う。

《わしの周りを走り回ってた怖こわいウサギが全部、いなくなったに》

「そうか」

《わしは、主あるじのために一生懸けん命めい、中でウサギ退治をしてたにが》

「ああ」

《……いまとなっては、わしは間ま違ちがったことをしていた気がするに》

　なんて、言ってきて。

　それに大兎は、胸を見る。

　するとその胸の部分から、ニャン吉が、かわいい顔をだしてきている。

　それを見下ろしてうんざりしたように、

「……な～んだよ。おまえも天魔の味方か？」

　というと、ニャン吉は、首を振ふる。

《わしは、自分の味方だに》

「じゃ、三日後に消えたくない？」

《当然だに》

「なら、おまえも生き残るようにしようか？　俺と、ヒメアと、ニャン吉。あと、クロスと、クロスが説得できるなら、エキドナ。この五人」

　が、ニャン吉はまた、首を振る。

《自分だけ生き残ったところで、楽しい毎日が過ごせるとは思えないに》

「だろうなぁ。少なくとも俺の主は……《最古の魔女ラミエル・リリス》は、ずっと辛つらそうだった。だから、勧すすめないよ。俺はおまえが好きだから」

　それにニャン吉が、こちらを見上げて、言う。

《……わしも、主のことは好きだに。だから、力を貸した》

「ありがと」

《でもそれは、いまの主にじゃないに》

「そうか」

《もっと弱くて、馬ば鹿かみたいにみんなを救いたがってる、人間らしい主が好きだったに》

「はは、いまは人間味がない？」

《おまえは誰だれだ、と、言いたいくらいだに》

　というのに、大兎は笑う。

　ははは、と、乾かわいた声で、笑う。

　するとニャン吉はこちらを見上げたまま、言う。

《なあ主》

「ん？」

《こんなこと、聞いてもいいにか？》

「どんなこと？」

《さっき、ウサギが言ってたことにが》

「うん」

《力を天魔のウサギとかいうのに戻したら、《預言》はまた書かれて、未来が続くのかに？》

　その問いに少しだけ考えて、大兎はうなずく。

「さあ、でも、そうじゃないかな」

《じゃあ、力を戻すっていう選せん択たく肢しは……》

　大兎はそれに、答える。

「ないよ。力を戻せば、《最古の魔女ラミエル・リリス》も復活する。でも、彼女はそれを望まない」

《……主は？》

「…………」

《主は、どう思ってるに？　《最古の魔女ラミエル・リリス》の願いじゃなく、主の願いは、どうなんだに？》

「……俺の幸せは、《最古の魔女ラミエル・リリス》の願いを叶かなえることだよ」

《本当かに？》

「ああ」

《でもそれじゃ、それじゃあ、主はただの、意思のない人形だに》

　そう、言われて。

　そして大兎は、あっさり答えた。

「そうだよ」

《…………》

「俺とヒメアは、《最古の魔女ラミエル・リリス》に作られた、木で偶く人形だ。だから力を戻もどして《最古の魔女ラミエル・リリス》が起きたら……役立たずにも、彼女の苦痛を復活させたら」

　そこで大兎は、空を見上げて。

　空に浮うかぶ、もう、神のいない月を見上げて、言った。

「……俺もヒメアもたぶん、用済みだと言われて、消える」

　するとそれに、ニャン吉が辛そうな声で、

《……む～、それは、八はつ方ぽう塞ふさがりだにゃ～》

　と、語ご尾びを伸のばして、大兎は笑ってしまう。

「いまおまえ、にゃ～って」

《言ってないに》

「言ったよ」

《言ってないに。それより主……》

「ん？」

《主は、消えたくないにか？　だから、天魔に力を戻したくないにか？》

　なんて質問に、

「……わからない。ただ、《最古の魔女ラミエル・リリス》を救いたい、っていう感情だけがある」

《それは、人間の器うつわに入ったあとも？　あんなに、みんなを救いたいと叫さけんでた、甘ちゃんの体に入ったあとも？》

「…………」

《……これ、ちょっと、みんなで一度話し合ってみたほうが、いいんじゃないかにゃ～？》

「おまえ、またにゃーって言って……」

　しかし無視で、ニャン吉が難しい顔で、言う。

《もう、残り時間はないにが……みんなで話し合えばなにか、主は消えなくて、世界も消えなくて、《最古の魔女ラミエル・リリス》も目覚めなくて済む方法を、見つけられるかもしれな……》

　が、大兎はそれを遮さえぎって、言った。

「無理だよ。そんなに甘くない」

《それは、《最古の魔女ラミエル・リリス》が？》

「いや、《天魔のウサギ》が。クロスの助言で不意を突ついて《天魔のウサギ》を壊したが、それでもさっき、《天魔》は俺にアクセスしてきた」

《…………》

「それどころか、《双そう頭とうの鴉からす》とかいう名の呪のろいを残して力を分散して……俺に全部を取り込まれないように逃にげた」

《月光と、日向ひなたのことにか？》

「うん。あの《鴉》は、個別に喰くうと、毒があるんだ。だから一匹ぴきにまとめてから、喰う必要がある。だから《預言》を書き換かえて、わざわざ、お互たがいがお互いを喰うように仕向けてるんだけど……」

　それに、ニャン吉の目が細くなる。まるで嫌いやなものを見るかのようにこちらを見上げてきて、

《……じゃあ全部が、主の計画通りということかに？》

「そうなるね」

《じゃあ、月光と日向が……仲間が苦しんでるのを、笑って見ていたということかに？》

「いや……残念ながらそれほど、人間に興味が持てないんだ」

　するとそれに、ニャン吉がこちらをにらんで、言った。

《主は、最低だに》

「そう、言われるのをもう、《預言》で見たよ」

《わしは人間の主のほうが、好きだに》

「うん」

《だからもう、主からは離はなれるに。契けい約やくはこれでおしまいだに》

「ああ、それも見た」

《見た？　全部、見た？》

「ああ」

《なら、主》

「ん？」

《……こんなに全部をわしに話して、いいにか？》

「…………」

《月光や日向に聞かれたら困ることを、わしに言ってないにか？》

「…………」

　するとそこで、ニャン吉が悲しげな顔でこちらを見上げて、

《まさかわしを、殺すのかに……？》

　それに大兎は、手をあげて、ニャン吉の頭を、なでる。

「殺さない。ただ、取り込む」

《……世界が消えるまで？》

「ああ」

《でも世界が消えたら、わしも消えるに？》

「ああ」

《じゃあ、殺すのと一いつ緒しよに》

「みんな一緒に死ぬよ。そしてそのほうが幸せだ」

《…………》

　そこでニャン吉が、あきらめたように目を閉じて、言った。

《……ああ、最後に、大兎に会いたかったに……》

「ん？　俺が大兎……」

　が、遮って、言う。

《おまえみたいな、《最古の魔女ラミエル・リリス》に操あやつられてるだけの、木偶人形じゃない……優やさしい、弱い、でも、未来を決してあきらめたりしない、人間の、大兎に》

　と、ニャン吉が言って。

　彼のことを。

《最古の魔女ラミエル・リリス》を喰ったはずの、大兎のことを、操られてるだけの木偶人形と言ってきて……

　そしてそれに大兎は、

「……ああ、そうだね。俺もそう思うよ」

　と言いながら、ニャン吉を胸の中へと押し込んで、消す。

　ニャン吉が体の中に取り込まれて、動けなくなる。

　そしてすでに、この光景は《預言》で見ている。こうなるように、自分が《預言》をいじったのだ。

　すべてがうまくいくように、自分で描えがいたのだ。

　なのに、

「……なぜ、こんなにも気分が悪い？」

　そう、大兎は言う。

　学校の屋上で、自分の胸を押さえて、
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「……なんで、俺は……」

　と、言いかけて、しかし大兎はやめた。

　空には相変わらず主あるじのいない月が浮かんでいる。

　虚うつろな月が浮かんでいる。







　第六章　終末の前日




　ここ数日、ずっと考えている。

　人はいつ、自分に対して自信を持つのだろう、と。

　生きてていいという、自信。

　誰だれかに認められていいと思えるだけの、自信。

　自分は頭がいいだとか、強いだとか、価値があるだとか。

「……自分は、天才だ、とか」

　と、自じ嘲ちようするような顔で言って、月げつ光こうは笑った。

　今日は九月二十八日。

　世界が崩ほう壊かいする、前日。

　そんな日だというのに、

「…………」

　月光は結局、なにもできずにいた。

　生徒会の仲間たちの前では、天才の自分にかかれば《預言》などどうとでもできると虚きよ勢せいを張っているが、結局はこのざま。

　崩壊までもう、時間がないというのに、進んでいるのは文化祭の準備だけという体ていたらくで──

　それに、

「……とんだ天才だな」

　と、月光は苦く笑しようする。

　すると声がかかる。

「兄さん。タイムリミットまで、もうすぐなんだけど……」

　自分にそっくりの、声。

　弟の、紅くれない日ひ向なたの声。

　ちなみにいま、月光がいるのは自宅の、塀へいの前だった。

　彼は日向のほうを向く。

　すると弟はいつものすかした微び笑しようを浮うかべて、こちらを見つめている。

　弟の背後には夕日が赤く落ちつつあって、どんどん、破は滅めつまでの時間が進んでいくのを感じる。

　日向が言う。

「……まるで、僕を待ってたみたいだね、兄さん」

　それに月光は、答える。

「待ってたからな」

「僕がくるの、知ってたの？」

「ああ」

「《預言》で見た？」

　それに月光はにやりと笑って、

「馬ば鹿かな弟が考えるようなことは、全部わかる」

「あはは。《預言》で見たんだね」

　と、日向は笑う。

　実際には、延々《預言》の研究を進めている、スクラルドから聞いていたのだ。

　今日、この日。

　この時間、ここに──

　弟が、兄に喰われにくる、と。

　日向がこちらを見つめ、それから月光の背後に建つ、ごく普ふ通つうの一戸建てを見上げる。

「……全然、変わってないね、この家」

　それに月光が、言う。

「そうか？」

「うん」

「だがもう、両親はいない。おまえも、いない」

「あれから、十年も経たってるしね」

「ああ」

「兄さんは、叔お父じさんに引き取られたんだっけ？」

「そうだ」

「叔父さんは元気？」

　という言葉に、月光は肩かたをすくめ、

「どうかな。最近、会ってない」

「そう」

「とりあえず、中に入るか？」

　それに日向はこちらを見つめ、

「……兄弟が家に久しぶりに揃そろったのを、祝おうって？　この、僕が両親を悪あく魔まの生いけ贄にえに捧ささげた家で？」

　が、無視して月光は日向に背を向ける。そして玄げん関かんへと向かう。

　背後で日向が言う。

「……ま、いいけど。お茶くらいはだしてくれるの？」

「コーラでいいか？」

「手て抜ぬきだなぁ」

　と、日向は笑う。

　月光は玄関を開けて、中に入る。

　日向も、入ってくる。

　二人で玄関で靴くつを脱ぬぐ。

　それに月光はふと、思い出す。

　昔、外に遊びにいって、二人で帰ってきたときのこと。靴を脱ぎ散らかし、母親が、ちゃんと靴を揃えなさいだの、手を洗いなさいだの怒ど鳴なったこと。

　二人でおやつを食べたときのこと。

　日向はプリンと一緒に牛乳を飲むのが好きな、お子様だったこと。

　いや、まあ、あの当時は年ねん齢れいも本当にお子様だったのだが。

「…………」

　と、妙みようなことを思い出し、月光は振ふり返って日向を見る。

「なに？」

　と日向が言うのに、月光は笑う。

「いいや、別に」

「なんだよ、それ」

「なんでも。とりあえず、座れ」

　それに日向が、聞いてくる。

「どっちに？　リビング？　キッチン？」

「面めん倒どうだから、キッチン」

「手抜きだなぁ」

　と、日向がまた笑う。

　月光はキッチンに入る。

　日向も入ってきて、きょろきょろと物もの珍めずらしそうに──もしくは、少し懐なつかしげに周囲を見回しながら、椅い子すに座る。

　その席は、いつも日向が座っていた席で。

　日向が座るのは、キッチンの入り口手前。奥が月光。向かいに両親の四人で、いつも食しよく卓たくを囲んでいて。

　日向はそれを覚えているのか、それとも無意識なのか、かつての自分の席に、座る。

　月光はそれを確かく認にんしてから、冷蔵庫を開ける。中にはコーラが何本も入っている。他ほかに、美み雷らいが買い込んでいる、ゼリーやらプリンやらがある。牛乳も、ある。

　彼はコーラを一本取り出し、それから、プリンと、牛乳を取る。

　それに日向が気付いて、

「おっと、なにそれ」

　月光は振り返って言う。

「おまえ、好きだったろう？」

「あはは、覚えてたんだ。まあ、子供のころはねぇ」

「いまは嫌きらいか？」

　が、それに、

「いや、もらうよ。ありがとう」

　日向はそう、言う。

　その弟の前に、牛乳パックと、コップ、プリン、スプーンを置く。

　日向はそれを物珍しそうに見下ろし、それからコップに牛乳を入れる。プリンをあける。

　一口食べる。

　子供のような笑え顔がおになって、

「うん。美お味いしい」

　などと言うが、こいつにはもう、味覚はないはずだった。この、馬鹿な弟は、ほとんどの重要なものを、悪魔に生け贄として捧げてしまっているのだ。

　だがもう、月光はなにも言わない。コーラを開けて、一口飲む。

　炭酸が喉のどを通る。

　すると日向が、

「……兄さんは、子供のころから大人ぶって、炭酸飲むのが好きだったよね」

「おまえはガキだから飲めなかったがな」

「あはは。兄貴面づらするために飲んでたんでしょう？　兄さんがこっそり辛からいって言ってたの、知ってるよ」

「はっ、俺はおまえと違ちがって、大人だったんだよ」

「はは」

　日向は楽しそうにまた、笑う。プリンを一口食べて、牛乳を飲む。

　月光はその、日向の対角の席に座る。かつて父親が座っていた席だ。

　もう一口コーラを飲む。血糖値が上がって、脳の巡めぐりがよくなるような気がする。

　脳の巡りがよくなったところで、この世界を救うことができる方策が浮かぶわけでもないのだが。

　日向が、言う。

「でもこんなふうに、懐かしい気分に浸ひたってたところで」

「なにも救えない？」

「うん。だからもう、僕を食べてくれないかな？　ここ数日の兄さんを見てたけど、別に、なにも目新しいことは、できてなかったでしょう？」

　それに月光は、答える。

「ふん。無能なおまえには見えてないだけで……」

　が、遮さえぎって、日向が言う。

「茶化さないでよ。兄さんには、なにもできてなかった。というか、いま、自分がおかれている状じよう況きようも、見えてないんじゃない？」

「どういうことだ？」

　それに日向がこちらを見つめて、言う。

「《軍》は崩ほう壊かいしてない。黒くろ守すはいまだ《軍》を掌しよう握あくしていて、《教会》やテンペロン・クローリーも統治下においた上で、兄さんを利用してる」

　それに月光は、目を細める。

　日向がいま言ったのが本当なら、すべての状況が変わってしまうほどの、とんでもない話だった。

　だが、状況が変わったところでもう、コトここに及およんでは、些さ細さいなことと言ってもいいかもしれない。

　なにせ明日あしたには世界が終わるのだ。

　いまさら《軍》が崩壊していなかったところで、なにがどうなるものでもない。

　だから驚おどろきが半分。

　しかしむしろ気になるのは、

「……おまえ、それをいつから知っていた？」

　と、月光は聞いた。

　すると日向が答える。

「数日前から、かな」

「で、なぜ俺に教えない？」

「教えたらどうにかできた？」

「いいや」

「なら、言う必要ない」

　が、月光は言う。

「黒守に口止めでもされたか？」

「…………」

「もしくは、《預言》を止めるために、俺におまえを喰くわせるための手伝いをする、とか言われたか？」

　するとそれに、弟は反応した。

「……ああ、そうだ」

「で、それを真に受けて、おまえは黒守に従った？」

　日向はプリンを食べているスプーンをくるくると回しながら、答える。

「別に、真に受けたわけでも、従ったわけでもないけど……効率的だとは、思った。なにせ兄さんは、ほっといたら僕を食べてくれないから」

「で、黒守と利害が一いつ致ちしたから、俺には黙だまってた？」

「うん。そう」

「……この、馬ば鹿かが」

　と、月光は言って、もう一口コーラを飲む。飲みながら、周囲に殺気が満ち溢あふれていくのを、感じる。

　家の周りを、ぐるりと《軍》から派は遣けんされてきたのであろう、兵士たちが囲んだのが、わかる。

　おそらくは、月光が日向を喰うのを手伝うために黒守が放ってきた、兵たちだ。

　月光は、聞く。

「外には、黒守もいるのか？」

　それに日向は、うなずく。

「うん。ごめんね、兄さん」

「おまえは馬鹿だ」

「うん」

「やはりおまえは、俺よりも馬鹿だ」

「うん。だから、兄さんに食べてもら……」

　しかしそれを遮って、月光は怒鳴った。

「だから馬鹿で弱いおまえは、俺にただ守られて、黙ってプリンでも喰ってろ！」

　と、怒ど鳴なった。

　そしてテーブルから身を乗り出して、日向の髪かみの毛を、つかむ。

　弟は抵てい抗こうせずにこちらを見て、

「……最後に、殴なぐってもいいよ」

　なんて馬鹿なことを言ってくるが、無視して月光は言った。

「開け！」

　瞬しゆん間かん、あらかじめ用意していた、《道み程ち》が開いた。

　キッチンのテーブルの真下に、ぱっくりと次元の穴があく。

　月光は日向の髪の毛を強く握にぎったまま、言う。

「逃にげるぞ」

　それに弟が言う。

「……その展開も、もう、読んでるけどね」

　と言ってる間に、月光たちは、次元の穴へと、落ちる。

　落ちた先は当然、生徒会室だ。

《道み程ち》は、必ず生徒会室に繫つながっているのだ。

　落ちるように生徒会室に、飛び出す。

　すると生徒会室には黒守が待っている。

　両手を広げ、馬鹿にするように笑って、

「やあ、紅月光生徒会長。待ってました」

　そこで日向も、手を伸のばしてこちらの腕うでをつかんでくる。

「ごめんね、兄さん。もう、時間がないから……」

　などと、言う。普ふ通つうの人間の力では、ふりほどけないほど強く、弟が腕をつかむ。

　しかし月光は気にせずに、言う。

「閉じろ」

　すると背後で、《道み程ち》が閉じる。これで、黒守が放った兵士たちはこちらにこられなくなる。

　だが、

「逃げ道もなくなりましたよ」

　と、黒守が笑う。

　それに月光は言う。

「逃げる気は最初からない」

「へぇ。じゃあ、もう観念してるんですか？」

　その問いに、月光は言う。

「ここにきてあきらめるなら、五歳で日向に負けたときに、とっくにあきらめている」

「なら、それはどういう態度でしょう？」

「俺はここで、おまえを殴る。日向も殴る。そしておまえらと俺では、格が違うことを見せてやる」

「はは。そうですか。それは楽しみですねぇ。だがそんなふうには、ならない」

「そうか？」

「ええ、そうです。弟くんに聞いたでしょう？　君は所しよ詮せん、僕の掌てのひらの上で……」

　が、遮って月光は言った。

「《軍》はまだある。すべてはおまえの計画の上、か？」

「ええ」

「だがなんの計画だ？　《預言》をどうにもできないおまえが、いったい、なんの計画をしてる？」

「もちろん、世界を救う計画ですよ」

「はっ、噓うそだな。おまえ程度にはなにもできない」

「それを君に言われたくありま……」

　しかしそれも遮って、月光は言う。

「俺の質問に、答えろ。俺に日向を喰わせて、得するのは誰だれだ？　俺が日向を喰ったところで《預言》は止められない。なのに必死に俺に喰わそうとするのは、いったい……」

　しかしそこで、黒守が、

「うるさいよ、ガキが」

　と、前に飛び出してくる。

　それで、わかった。

　どうやらこいつは、《月の裏側の神》のほうについている──

「敵かよ。おい日向、腕を放せ。黒守を潰つぶす」

　しかしそれに、日向は腕を放さない。正解がなにかわからず、戸と惑まどってしまっていて、

「でも……」

　などと、言う。

　黒守が月光の首をつかむ。そして、

「さあ、弟を喰え……」

　と、言う。黒守の手が光り、なにかが月光の中へと入ってこようとする。

　だが、無視で月光は弟のほうを、見る。

「おい日向。いい加減にしろ。俺たちは《天てん魔ま》の鴉からすだ。《預言》の外にいる」

「…………」

「《預言》の中で絶望しなきゃいけないと思わされてるだけで、俺たちは外にいる」

「…………」

「だから奴やつらは、俺たちを恐おそれている。必死に俺とおまえを共食いさせて、潰そうとしている。だが、俺たちは《預言》を潰せる。俺を信じろ」

「いいから、黙れ」

　黒守が、言った。黒守の手の光が体の中にぐいっと入り、中にあるなにかを引きずりだそうとする。

　だがもう一度月光は、

「俺を信じろ、日向！　そうしたら、俺がおまえに希望を見せてやる！」

　と、怒鳴る。

　瞬間、日向の腕の力が、緩ゆるむ。

　それに黒守が笑って、

「もう、手て遅おくれだ」

　と言う。

　だが、その黒守を月光は見上げ、

「二流ならそうかもな。だが、俺は一流だ」

　と、日向が放した右腕を上げる。

　そして、命じる。

「……アンドゥのミライを召しよう還かんする」

　すると月光の足あし下もとの影かげがぐいっと伸びる。その影が急に金色に輝かがやき、帯電して、一人の少女が飛び出してくる。

「とーっ」

　と、一昔前のヒーローが登場するときのようなかけ声とともに、全身に稲いな妻ずまをほとばしらせながら美雷が現れて。

　それからこちらを見る。

　黒守に首をつかまれている月光の姿。

「わわわ、ゲッコーをいじめるなー！」

　美雷が、叫さけぶ。

　黒守がそれに振ふり返り、

「はっ、ただの雷らい魔まごときが、僕をどうにかできるとでも……」

　が、月光は言う。

「そいつを殺せ、美雷。敵だ」

「え、こ、殺……」

「いいから思いっきり、蹴けり飛ばせ。じゃないと、俺が殺される」

「ええええええええええ！　ゲッコーを傷つける奴は、いなくなっちゃええええええ！」

　美雷が、思いっきり足を振り上げる。

「ちいっ」

　と、黒守が月光の首を放す。そしてその手で、美雷の足を押さえようとして、しかし、腕が蒸発していく。あまりに美雷の足に帯電する稲妻の力が強すぎて、黒守の腕が消し飛び、肩かたが消し飛び、

「な、なんだ、こいつの力は……」

　と、言いかけた頭も吹ふっ飛ぶ。

　上半身の片側をなくし黒守の体はぐらりと傾かたむく。

　だが、さらに月光は言う。

「もう一発蹴れ」

「ほーい！」

　美雷がぐるりと体を回す。回し蹴りの要領で、もう片方の足が跳はね上がる。

　それに反応して、上半身のない黒守の体が、後方へと下がる。下がりながら上半身が霧きりのように揺ゆらめき、復活する。

　顔には驚おどろきの色が浮うかんでいる。

「こ～れは、驚いた。まさか雷インドラの力を継ついだ美雷さんの力が、ここまでとは……でも、まあ、この程度では《軍》に対たい抗こうできるほどではないですけど」

　生徒会室の扉とびらが、開く。

　その向こうに、いつの間にか兵士たちがいる。

《軍》が強化した、兵士。

　虚うつろな目をした、操あやつり人形。

　そしてその先頭に、アンナと、リーネがいるのが、見える。

　月光はそれを見つめ、

「…………」

　その、自分がかつて、守ると約束した女二人が、知らぬ間に敵に取り込まれているのを見つめて。

　意識を奪うばわれ、改造されてしまっているのを、見つめて……

「……ああ、そうか。結局俺は今日もまた、力のないクズの日を更こう新しんするのか……」

　と、暗く、低い声こわ音ねで言う。

　そしてまた、さっき考えていたことが頭に浮かぶ。

　人はいつ、自分に対して自信を持つのだろう？

　生きてていいと思えるだけの、自信。

　誰かに認められていいと思えるだけの、自信。

　自分は頭がいいだとか、強いだとか、価値があるだとか。

「……俺は、やっぱりクズだ」

　と、アンナと、リーネを見つめて、自じ嘲ちようするように月光は言う。

　しかしそこから弟のほうを振り返り、

「……だがそれでも、あきらめないぞ。力が足りないからって、なんだ？　できないからってあきらめてたら、すぐ自殺しなきゃいけなくなるだろうが。今日だめでも、明日あしただ。明日また頑がん張ばる」

　なんて、まるで子供のようなことを言う。

　だがそれを、弟は笑わない。ただ、こちらを見つめてくる。

　その弟に、月光は続ける。

「天才に生まれなかった？　強く、生まれなかった？　弟が誇ほこれるような、兄に生まれることができなかった？　だから、死ねっていうのか？　前に進むのを、あきらめろっていうのか？　ふざけるなよ。今日がダメでも、明日は違ちがうかもしれないだろうが」

　そこで、美雷が言う、

「ちょちょちょ、あ、あれ、リーちゃんだ！　どうしよう！」

　というのに、月光は、言う。

　左手を掲かかげ、

「……『蠅の王ベルゼブブ・ルハス』を召しよう喚かんする」

　瞬しゆん間かん、指の先に、一匹ぴきの蠅はえが召喚される。

　その蠅が、言う。

「うっわー、すごい……人間界にくるの、どれくらいぶりだっろー」

　と、言ったのと同時、その蠅が背の高い、男の姿に変わる。

　長い紺こん色いろの髪かみに、やはり紺の、鋭するどい瞳ひとみ。だが眼光の鋭さとはうらはらに、男は穏おだやかな表情をしている。どこかとぼけたような表情で、生徒会室の外を見て、

「わーわー、人間がいっぱい。女の子がいっぱい。女の子たちに蠅の子を宿しちゃっていいって約束はもちろん、覚えてるよね？　我らが新しい、魔ま界かいの王よ」

　と、ベルゼブブがこちらに聞いてきて、月光に、言う。

　それに彼は、答える。

「そんな約束はしてない。ただ、他ほかの人間を教室に入れるな」

「えー」

「だが正面にいる帽ぼう子しの男にはやっていいぞ」

　それにベルゼブブが、黒守を見て、

「……男はなぁ……」

　と不満そうに言いながら、体が霧む散さんする。

　その霧の一つ一つが蠅で、それが生徒会室を出ていく。アンナたちはそれで、入ってこられなくなる。

　それに黒守が外を見て、

「……蠅の王？　どういうことだ……なぜ、あんなバケモノがおまえの配下に……あんなのを現世に呼ぶためには、人間の魂たましいが何個あっても足りないぞ。おまえ、いったいなにを売って、あれをこっちに呼んだ？」

　という問いに、月光は答える。

「なにも。悪魔は全員、自分の魂を削けずって、俺に仕えるためにきている……」

　そしてまた、月光は右手をあげる。

「アンドゥのスクラルドを召喚する」

　刹せつ那な、黒守の横に、穴があく。

　スクラルドが現れ、黒守の首をつかむ。

「ぐっ」

　と、黒守は顔をしかめる。

　スクラルドが、笑う。

「やあ、壊こわれた人間君。《軍》やらなにやら、下等な人間どもがはしゃぐ時間は、ここまでだ」

「くそっ」

　スクラルドが黒守の首を、千切る。

　だがやはり、黒守は死なない。黒守の命はいまいちとらえどころがなくて、殺すことができない。黒守の上半身が消しよう滅めつし、再び、復活する。

　それに月光は腰こしの剣けんを引き抜ぬく。

　黒守がちらりとこちらを見てから、

「……ここは一度、引いたほうがいいなぁ」
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　というのを、月光は剣を黒守に向けて、言う。

「逃にがさない」

「はは、君の動きで、僕を捉つかまえられるはずが……」

　無視して、月光は前に出る。

　足に稲妻を生みだして、前に進む。

　その動きの速さを黒守は想定していなかったようで、反応が一瞬、遅おくれる。

　また、黒守は驚きの表情を浮かべるが、もう、どうでもいい。

　黒守の胸に剣を突つき立てる。

「こいつの力を封ふうじろ、凶剣スペル・エラー」

　と、命じる。

　すると凶剣スペル・エラーが黒く、暗く、光る。その闇やみが、黒守に移る。

　黒守はこちらを見つめて、言う。

「馬ば鹿かが。こんなことをしても、《預言》は変わらない」

　それに月光は、答える。

「そうか？　なら、なぜそんな必死な顔をする？」

「…………」

「なぜそんなに、怯おびえる？」

「…………」

「《預言》が怖こわいか？　それとも、なにか別の理由か？」

「…………」

「まあ、別に答えなくていいが、今度こそ《軍》は俺がもらう。そして俺が、《預言》を潰つぶす」

「…………」

　それに黒守が、なにかを言おうとしたが、もう声は響ひびかなかった。凶剣スペル・エラーが黒守を完全に封じきって、意識も奪う。

　月光はそれを確かく認にんしてから、剣を抜く。

　黒守が、床ゆかにくずおれる。

「……よし」

　とうなずいてから、月光は振ふり返る。

　生徒会室にはいま、美雷と、スクラルドと、そして弟がいる。

　弟が驚いたような顔でこちらを見つめ、

「……魔界の、王？　どうやってそんな契けい約やくをした？」

　と聞いてくるので、月光は答えた。

「……俺は、生まれつきの天才なんだ」

「はは」

「さてじゃあ、話の続きをしようか。俺がおまえを、喰くうとかいう、馬ば鹿か話ばなしだが」

　が、それに日向が苦く笑しようする。

「喰って、くれないんだろう？」

　月光は肩かたをすくめて、言う。

「俺の言葉を聞いてなかったのか？　おまえを喰う、意味を感じない」

「……それは、この鴉からすの喰い合い自体が、何者かの計画っぽいから？」

「そうだ」

「じゃあ僕は、それに踊おどらされてたってこと？」

「ああ」

　それに日向はさらに笑う。楽しげに、自嘲するように、笑い、

「……で、恐きよう怖ふに震ふるえて振り回されたあげくに、僕は両親を生いけ贄にえに捧ささげた？」

「ああ。だがあのときは、おまえもまだ、子供だった。仕方がない」

「は、はは、仕方が、ない？　そんな言葉ですむことじゃ……」

　が、月光は遮さえぎって、言う。

「気に病やむな。おまえは悪くない。俺が、許してやる」

　というのに、日向がこちらを見る。やはり笑ったまま。いや、少しずつ、その顔が歪ゆがんでいく。それは悲しみか、それとも、怒いかりか。

　日向が言う。

「……兄さん。僕は……」

　しかしやはり、月光は遮って、

「……おまえが俺より無能なのは、わかってたことだ。なのにおまえの苦く悩のうに気付かなかった。それは、俺が兄として責められるべきことだ」

「…………」

「だが、俺は責任を取る気はないぞ。あのとき俺も子供だった。責めても俺は、謝らない。だから、おまえも自分を責めるな」

「…………」

「さて、じゃあ、未来の話だ。俺もおまえも、もう子供じゃない。なら、次はどうするか？　まさか、《預言》が怖いよ～と震えて、また逃げるか？」

　その問いに、日向はもう、うんざりしたようにこちらを見つめ、

「……くそ。やっぱり兄さんには……」

「かなわいだろう？」

　と、月光が笑うと、日向も笑って、

「鬱うつ陶とうしい思いをさせられる、だよ……」

「はは。出来のいい兄を持つと、コンプレックスで大変だな」

「もう、黙だまれよ」

　と、また、日向は笑う。

　だがどうやらやっと、自分は兄に喰われる必要がある──なんていう妄もう信しんから、解放されたようだった。

　でもまだ、なにも変わらない。

　どうせ明あ日すには、世界が崩ほう壊かいしてしまう。

　ここで日向を食べようが食べまいが、結局はなにも変わらなくて。

　スクラルドが、黒守の体をつかんで、言う。

「……おい、アンドゥ家の婿むこくん」

「その呼び方を、やめろ」

「あは、とりあえずもう、時間がないからダラダラせずに、次の手を打ちましょう」

「次の手？」

　それにスクラルドが右手を掲かかげて、

「あんたの命令で、魔界マクアエの悪魔を全部、こっちに召しよう喚かんして」

　なんて言い出して、月光は美雷の母を見る。

「なんだ。人間世界の征せい服ふくでも、するつもりか？」

　するとスクラルドは笑い、

「それもおもしろいけど、明日滅ほろぶ世界に興味ないのよねぇ」

「魔界マクアエも滅ぶがな」

「だからそれを止めるために、頑がん張ばりましょう。さあ、悪魔がこちらにくることを、承認してちょーだい。そしたら一気に世界中の《軍》を潰す。おもにドイツ、イタリア、日本に主力がいるからぁ、そこにあたしら一いつ斉せい攻こう撃げきをかけないと」

　それに月光はうなずいて、

「承認する。すべての悪魔は、こっちにこい」

　と、言った。

　そしてその瞬しゆん間かん、生徒会室が、暗くなった。

　いや、実際には生徒会室の外──陽ひが落ち、真っ赤に染まっていた夕方の空が、真っ黒に染まったのだ。

　一瞬で、夜が訪おとずれる。

　だがそれは、夜になったわけではない。

　無数の悪あく魔まが空を埋うめ尽つくして、陽の光を遮ってしまって──

　月光は窓から、その悪魔の群れを見上げ、

「……人は襲おそうな」

　スクラルドが答える。

「ま、できうる限りね～。でも、《軍》の奴やつらも、人だから」

　とそこで、カッ!!　と空が、光る。

　悪魔で埋め尽くされた黒い空に穴があき、まるで血のように赤い、夕日が顔を出す。

　人間が、悪魔に攻撃を仕し掛かけたのだ。

　放たれたのは、ロンギヌス閃せん光こう。

　そしてそれで、

「……は、はは、すっごい。いまのだけで、数千匹びきの悪魔が殺されたんだけど……それでも人間を、殺すなって？」

　スクラルドが、暗い顔でにやにや笑う。

　月光は、答える。

「……そうだ。《軍》も味方につける。だが、俺の軍門に降くだるように、ある程度はビビらせろ」

「なら、多少の犠ぎ牲せいは……」

「だすな。命令だ」

　という言葉に、スクラルドはこちらをにらみながら、

「……ま～ったく、うちのお婿さんは無茶苦茶言うんだから。ほんと、美雷の旦だん那なじゃなかったら……」

　とそこで、一気に間合いを詰つめてくる。顔がすぐそばまで近づく。吐と息いきがかかる距きよ離り。キスができてしまいそうなほど近くでスクラルドは口を開く。

　そして、言う。

「……身内じゃなければ、殺してるところだぞ、人間が」

　しかしそれをにらみ返して、月光は言う。

「いいから早く、いけよ悪魔。俺の命令に従え」

　それにスクラルドは怒おこったようにこちらをにらんでいたかと思うと、ころっと態度を変えて楽しげに笑い、娘むすめのほうへと目を向けて、

「ほーんと、ミライが選んだ男は、おもしろい。さっすがあたしの娘。見る目あるなー」

　なんて言い。

　それに美雷がなぜか嬉うれしそうに、

「えへへ。ねー。ゲッコーかっこいいもんねー！」

　なんて笑って。

　そしてそれを、どういうわけか日向が半眼で見てきて、

「……いや～、うん。さすがに、女たらしの実力では、僕は兄さんにはとてもかなわな……」

「黙れ」

　と、月光は言った。

　そこでスクラルドが、窓を破って外へと飛び出していく。学校上空で始まった戦争に、参加していく。

　校庭には、異変に気付いた生徒たちが出てきて、あまりにも非日常な光景を不思議そうに見上げるが、犠牲が出る前に、対処する必要があった。

　だから月光は、聞く。

「美雷。おまえ、学校に結界を張れるか？」

　それに美雷が、答える。

「えと、んとね、あのね、けっかいってね、なに？」

「馬ば鹿かに聞いた俺が悪かった」

「あたし馬鹿くないもおおおおおん！」

　と叫さけぶ美雷を無視して、月光は言う。

「ベルゼブブ。まだいるか……？」

　すると生徒会室の扉とびらが、開く。さっきまで生徒会室の外にいた、《軍》の兵たちはもう、いなくなってしまっていて。

　そして、ベルゼブブが教室に戻もどってくる。

　ベルゼブブの両手には、気絶した女生徒が一人と、女保健医が一人、抱かかえられていて、月光は聞く。

「なんだ、それは」

「これ？　これは僕のおやつだけど」

「殺すぞおまえ」

「あはは。怖こわいなー。冗じよう談だんじゃないか～」

　と、女二人を床ゆかに降ろす。それからにこにこしながら、

「で、なにかな？」

「この学校に、結界を張れ。外の戦せん闘とうに巻き込まれないように……」

「んー？」

　と、ベルゼブブが、外を見る。そして言う。

「いいけど、意味あるかな？　《軍》と悪魔の戦争でしょう？　一時間も続いたら、地上の半分くらいは消しよう滅めつするんじゃ……」

　が、月光は携けい帯たいを取り出しながら、言う。

「俺が一分で終結させる。だからそれまで、学校を守れ」

　するとベルゼブブがこちらを見て、言う。

「ほほう。じゃ、そのお手並みを拝見……」

「拝見してないで、早くやれ」

「はーい」

　と、ベルゼブブも、窓から外へ出ていく。

　それに日向が、聞いてくる。

「《軍》に電話するの？」

「ああ。おまえ、携帯は持ってるか？」

「兄さんがくれたやつなら」

「写真で黒守を撮とれ。それから登録してあるアドレスの、《軍》と書かれたところに、送れ」

　と、命じたところで、電話が繫つながる。

　いつもの担当者の、女だ。

　月光はそれに、言う。

「俺だ」

『月光君……これは……』

「黙って聞け。俺の言葉と、届いたメールの写真を、上層部に送れ」

『……あの』

「空にいる悪魔は、俺の配下だ。攻撃をやめろ。さもないと、おまえら全員、皆みな殺ごろしにするぞ」

『ちょ……』

「あと、黒守・フィリエル・優ゆう一いちは、俺が潰つぶした。おまえらの主あるじの計画はもうなくなった。今後は俺が《預言》を潰してやるから、俺に……」

　と、そこで、回線がプツッと切断され、他ほかの場所に切り替かわったのが、わかる。

　電話の向こうから、声がする。

『あーあー、えー、繫がってるかな？　繫がってる？　ってもう繫がってるじゃないか。あー、月光君。話は聞いたよ。黒守君を倒たおしたんだって？』

　その声は、聞いたことがある声だった。

　この学校の、校長の声だ。

　この学校の校長は、《軍》のことは知っているが、しかし、それほど重要な情報は与あたえられていない、民間人に近い人間のはずだったが。

「……おまえ、《軍》の幹部だったか」

　と聞くと、校長は答えた。

『いやいや、本来ならここで出てくるような階級じゃないんだけどね。上から七番目くらい』

「十分高いだろうが」

『でもここで出てくるなら、ナンバー２でしょう。黒守君の、次の人間が出てくるべきじゃない？　でも、あいにく上席はもう、全員悪魔に殺されちゃってさぁ』

　それに月光は、空を見上げて、

「あいつ……」

　と、スクラルドを、見上げる。

　だがそれに、校長が言う。

『いやいや、悪魔といっても、私が使し役えきする、悪魔ね』

「あ？」

『私より上は、黒守派だったんだよねぇ。で、黒守君が君に負けてすぐ、ロンギヌス閃光をその学校に撃うとうとしてたから、慌あわてて、殺した……』

　それに月光は、聞く。

「で、おまえは黒守派じゃないって？」

『うん。新にい座ざ君っていうね、もう一人、有能な魔ま術じゆつ師しがいて、私は彼の派は閥ばつだったんだけど……あれだよね。完全に出世コースじゃなかったよねぇ。新座君、あっさり黒守君に殺されたし』

「…………」

『で、それ以来毎日、禿はげる思いでへこへこ生きてきたんだけど』

　というのに、月光はふと、校長のかぶっている、全校生徒にバレているカツラのことを思い出して、

「いや、おまえの頭はもうとっくに……」

　しかしそれは、校長がすぐに遮さえぎる。

『さておき、いやー、まさかここで出世争いに復活できちゃうなんて思わなかったよー。で、どうするの？　月光君。せっかく偶ぐう然ぜん玉たま突つきで組織のナンバーワンになったのに、明日あした世界は崩ほう壊かいなんて許せないからさぁ。私は君を応おう援えんするよ』

　なんて言葉に、月光は言う。

「いますぐ、《軍》の悪魔への攻こう撃げきをやめさせろ。で、主力部隊を全部、宮みや阪さか高校に集めろ」

　するとそれに、

『いいよ。わかった』

　あっさり、校長が言う。

　さらに月光は、

「あと、《預言》についての情報を……」

『いや、それは君が持ってるほどのものは……』

「いいから、寄よ越こせ」

　だが、校長がそれに少し、沈ちん黙もくしてから、

『いま、情報は持って行かせた。でもたぶん、それを見てる時間は無む駄だだと思うから、黒守の身み柄がらを、くれないかな？』

　それに月光は、凶剣スペル・エラーで封ふうじられて、意識を失っている黒守を見下ろし、

「……黒守が持ってる情報を、引き出すのか？」

『彼はずいぶんと、情報を私物化してたみたいだからねぇ』

　というのに、横から日向が言う。

「私物化っていうより、そもそも《軍》は黒守が作ったものらしいけど」

　それに月光は弟のほうを振ふり向く。

「魔法で電話の声を盗ぬすみ聞きか？」

　日向は笑って、言う。

「時間が短縮されるでしょう。それに、そんなことを気にしてる暇ひまはないと思うけどね。なにせもう、陽ひは落ちた。そして明日には、世界は崩壊する」

　その言葉に、月光はもう一度、窓の外を見る。

　空は暗い。

　空を埋うめ尽つくすほどの悪魔たちの隙すき間まからももう、夕日は見えない。

　戦闘はもう、行われていないようだった。

《軍》からの攻撃が、止やんだのだ。

　月光はそれを確かく認にんしてから、校長に言う。

「《軍》は、黒守が作った組織らしいぞ？　それも知らずに黒守と出世争いしていただなんて、おまえはとんだ道どう化けだな」

　すると校長は笑い、

『いやいや、《軍》ももう、だいぶ大きいからねぇ。他人にあまり興味のない、傲ごう慢まんな黒守君を出し抜ぬいて広がってる勢力も、かなりあったんだよ』

「へぇ。で、そいつらは、《預言》に対たい抗こうできるだけの情報はつかめたのか？」

『……まあ、少しは……黒守君に逆らうとすぐ死んじゃうっていう呪のろいがなければ、できることは、あった』

　それに月光は、聞く。

「ほう。で、いま、その呪いはなくなったのか？」

『少なくとも、止まってる。たぶん、君が止めてくれたんだ』

「……黒守のすべてを、封じたからな」

『その、黒守君に逆らえるいまのうちに、君に伝えておかなければいけないことがある』

「なんだ？」

　と、聞くと、校長はほんの少しだけ溜ためるように黙だまってから、

『……黒守君はこの世界を、裏切っていた。そして契けい約やくしていた相手は……………………………………あ』

　が、しかしそこで言葉が、止まる。

　携帯に、ノイズが走る。

『ああ、くそっ！　サイトヒ……』

　校長が、叫さけぶのが聞こえるが、しかしその声は、携帯から遠い。音も、いまいち聞き取りにくい。あきらかに何者かの邪じや魔まが入っている。

「おい！　校長！　どうした!?」

　と月光は聞くが、校長は答えない。

　ただ、ザーザーとノイズが聞こえる。

　電波がなにかに妨ぼう害がいされて、声が聞き取れない。

　ただ、校長が叫んでいるのは、わかる。

　必死に叫んでいるのは、わかる。

　だが、ノイズで聞き取れない。

『…………月……………………クロガネ……タイ……』

　まるで聞き取れない。

『…………敵は君の………一番………そば…………』

　まるで聞き取れない。

　聞こえるのはザッ、ザッという、ノイズばかり。

「おい！」

　と、月光がもう一度怒ど鳴なる。

　すると今度は突とつ然ぜん、ノイズが消えた。

　そして聞こえてくるのは、穏おだやかな校長の声。

『ああ、もう大だい丈じよう夫ぶ。ごめんねー月光君。それで、なんの話だっけ？』

「どういうことだ？　いまのはいったい、なんだ？」

『いやいや、ちょっとコーヒーをこぼしてねぇ』

「はぁ？」

『で、話なんだけど。とにかく一度会おう。話したいことがたくさんある』

　という、言葉に。

　いままでなにかを話そうとしていたのに、急に話すのをやめた、校長に──

「……おまえ、誰だれだ？」

『え？　校長だよ？』

「……黙れ。おまえは、誰だ？　校長をどうした？」

『あは。どうしたもこうしたも、私が校長なんだあ～あ～あ～ア～～カヴィラレルナァレリアエエエエエエヴェエエエエエエエエ』

　突然、携けい帯たいのさきの何者かが奇き妙みような言葉を放ち始め──それが耳の中へと入ろうとする、直前。

「呪じゆ詛そだ、兄さん！」

　日向が、携帯をはたき落とす。

　携帯が床ゆかに落ちる。すると床が真っ黒に染まる。穴があく。その中からやはり、黒い腕うでが飛びだしてきて、その腕が黒守をつかむ。そのまま、黒守の体を奪うばおうとして──

「ちぃっ、黒守を逃にがすな！」

　と、月光は怒鳴る。

　それで日向も、美雷も反応するが、もう、間に合わない。

　月光は凶剣スペル・エラーを思いっきり、穴へと突き出す。

　だが、そのときにはもう、黒守を奪った穴は、消えてしまっている。その、消えてしまった床に、剣けんが突き刺ささって、

「クソが！」

　月光は吐はき捨てるように、言った。

　だがそれに、日向が言う。しゃがみこんで指で黒守が消えた床に触ふれ、

「まだ間に合う。この学校の校長がいたのは、どこだ？　追つい跡せきする」

　それに月光は、思考を巡めぐらせる。

　さっきの会話からすると、あきらかに校長は、月光の側がわについていた。つまり、校長はなにか別の敵に、襲おそわれたのだ。

　そしてその敵は、明日、この世界が滅ほろびたほうがいいと思っている。いや、もしかしたらなにか他ほかの目的があるかもしれないが、少なくとも、自分たちの味方ではない。

　なら、校長の居場所はいますぐ《軍》に聞けばわかるかもしれない。

　しかし、おそらくもう、黒守の拘こう束そくは解かれたろう。

　なら、《軍》はまた、敵に回る。

　その、敵のど真ん中になんの用意もなくいくのは、殺してくれと言ってるようなもので。




　が、日向が言った。

「まずこの学校の地下にある《軍》の座標に、《道み程ち》を繫つないで、兄さん。僕がいく」

「いや、だが……」

「時間がない。黒守の拘束が解かれる前に動かないと」

「しかしもう、《軍》は黒守の管理下に戻もどった可能性がある。いけば殺され……」

　しかしそれを遮さえぎって、日向が怒鳴った。

「どうでもいい！　そうじゃなくても、今日、僕は兄さんに喰くわれて死ぬ予定だったんだ！　なら、《軍》に殺されようが、どうでもいいだろうが！　でも、間に合うなら……いま動いて、新しい明日が迎むかえられるなら、あきらめずに前に進むんじゃ、なかったのかよ！」

　なんて、日向が怒鳴ってきて。

　あれほど絶望して、前に進めなくなっていたはずの日向が、そんなことを言って。

　月光は、笑う。

　そして手を上げ、

「その、通りだな。開け」

　と、《道み程ち》に命じる。

　するとこの学校の地下。

《軍》の、中ちゆう枢すうに繫がる。

　そしてそれを見つめ、月光は言う。

「……よし。一いつ緒しよに……」

　が、日向はそう、言いかけた月光の胸をどんっと押す。そして、

「美雷ちゃん」

　と、美雷のことをちゃん付けで呼ぶ。

「ほえ？」

　と、未来が驚おどろいたように顔をあげる。その美雷に向かって、日向が言う。

「……兄さんのことを、好きになってくれて、ありがとう。たぶん、兄さんは君がいるから、強くいられる」

「……え？　え？」

「でも好きなら、抱だきしめて放しちゃだめだ。いま、この《道み程ち》をくぐったらたぶん、兄さんは殺されるから」

「……ちょ」

「だから僕がいなくなるまで、兄さんを抱きしめて、守って」

　と、日向が美雷に命じる。

　それに美雷が、

「えと、あの……」

「早く！」

　それに、美雷が月光の腕を、つかむ。

　日向が《道み程ち》をくぐる。

　そして《道み程ち》の先で、

「よし、黒守がいた！」

　と、声がする。

　それに月光も前に進もうとするが、しかし、そこで日向が、

「ああ、だめだ、兄さん、《道み程ち》を閉じろ。間に合わなかっ……」

「ふざけるなっ！」

　月光は、怒鳴る。そのまま、剣を構えて真っ直すぐ《道み程ち》をくぐろうとして。

　しかし、日向が言う。

「美雷！　兄さんを、守れ！」

「あう……」

　瞬しゆん間かん、腕がぎゅっとつかまれる。

　月光の体が、止まる。

「放せ美雷！」

　怒鳴る。

　だが、美雷は放さない。

　さらに、学校の校庭の空の上で、ドカンドカンと音が響ひびき始める。

　悪魔と《軍》の戦争は終わったはずなのに、また、ロンギヌス閃せん光こうが何発もどこからか放たれ、悪魔たちが次々と消しよう滅めつしはじめる。

　おそらくは、黒守の封ふう印いんが解かれ、《軍》の統治が戻ったのだ。

　状じよう況きようは一気に悪くなってしまった。

　そして目の前では、

「兄さん、《道み程ち》を、閉じろ！」

　そう叫ぶ日向の横に、一匹ぴきの魔女がふわりと現れる。

　そしてそれは、よく知っている魔女で。

　七色に輝く薄桃ラベンダー色の髪かみ。

　真しん紅くの瞳ひとみ。

　口から生えだした、小さな牙きば。

　サイトヒメアだ。

　そしてその横に、さらにもう一人、顔見知りが現れる。

　うちの生徒会委員の、仲間の一人が。
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　宮阪高校の制服を着て、腕に生徒会の腕わん章しようを着けている、仲間。

「……大たい兎と」

　と、月光が呟つぶやくと、大兎はこちらを見る。見ながら日向の顔を、掌てのひらで押さえる。ぎゅっと強く押さえる。なにか、力のようなものを吸収しているようで、日向の体がガクガクと痙けい攣れんする。

　そして大兎は、

「ああ、やっぱり単独で食べると、《鴉からす》は毒があるなぁ……ちょっと計画が狂くるっちゃったよ」

　なんて呟いてから、こちらをにらむ。

　もうそれが、いつもの大兎ではないことが、すぐにわかる。

　表情に人間味がない。

　雰ふん囲い気きにあの馬ば鹿か特有の、優やさしさがない。

　日向が床に、倒たおれる。もう、動かない。死んでいるのか、生きているのか、わからない。

　それを月光は見て、目を、大きく見開いて……

「…………」

　しかしそこで、美雷がまた、強く月光の腕をにぎって、

「いっちゃ、だめ……」

　美雷は震ふるえている。大兎を見て、震えている。おそらく美雷も、あれがいつもの大兎じゃないと、わかっているのだろう。

　月光はその、大兎の姿をしたなにかに、聞いた。

「……おまえは、誰だれだ？」

　するとそいつは答えた。

「クロガネタイトだよ」

「ふざけるな。俺にはおまえのような知り合いはいない」

「あれぇ。友達のはずじゃーん」

「黙だまれ。貴様を、許さないぞ。絶対にあとで殺す」

「はは、そのまえに、世界が終わるけどね」

「させない」

「そう？」

「そうだ」

「まあ、じゃあせいぜい頑がん張ばってよ。でもその前に、君に弟の力を喰わ……」

「閉じろ」

　と、月光は言った。

　それで《道み程ち》が、閉じた。

　日向を、弟を見捨てて、《道み程ち》を閉じた。

「げ、ゲッコー……」

　と、目にいっぱい涙なみだを溜ためて、美雷がこちらを見上げてきて、

「ご、ごめんね……あの、あたし、ゲッコーに死んで欲しくなくて……」

　が、遮って、言う。

　美雷の腕うでを払はらい、その手をつかんで、

「……いや、助かった。おまえが止めてくれなければ、全部終わっていた」

「……あ、えと」

「一度、逃にげるぞ。敵に居場所がバレている。幸いなことに、敵はまだ、俺たちを恐おそれているようだ」

「うん。でも、どこに……」

　とそこで、生徒会室の外で、足音がする。

　それに、敵がきたと思い、月光は臨戦態勢になる。

　美雷もすぐに、反応する。

　だが、入ってきたのは泉いずみと、セルジュと、ハスガで。

「……おまえらか」

　というのに、泉が言う。

　慌あわてた様子で、

「はーい、ゲッコーぽんおひさ～。いやー、なんか、さすが破滅の前日～って感じだね。とんでもないことがドカドカ起きるなー」

　などと、窓の外を見上げて、言う。

　空はもう、悪あく魔まと人間たちの戦争で、まるで昼のように明るく明滅している。

　だが、それを悠ゆう長ちように見学している暇ひまはもう、なかった。

　月光は、逃げるぞ、と、言おうとして、しかしハスガが、

「逃げるんだろ？　いいぜ。早く《道み程ち》を開け」

　などと、言う。

　続いてセルジュが、

「《預言》によると、あと一分で大兎さんはここに、きますよ」

　そんなことを言って、月光は二人を見る。

「おまえら、なぜそれを……」

　が、最後に泉が両手を上げて、

「そりゃー、紅月光生徒会のみんなは、《預言》をぶっ潰つぶすことに、みんな本気だからに決まってるじゃーん。でも、詳くわしい話は、あとあと。とりあえず、逃げる。で、明日あしたは敵をぶっ潰す！　さあ、やろうぜえええええ──！」

　などと言って。

　その、泉と、セルジュと、ハスガの三人の言葉を信じるかどうか、一瞬悩なやむ。もう、敵が誰なのか、いまいちわからないのだ。こいつらも最初から敵だった可能性や、敵に洗脳されている可能性が──

「…………」

　が、しかし、月光はそれに首を振ふって、言った。

「……ここで仲間に裏切られるなら……信じられないならもう、負けでいいか」

「え？」

　と、泉がこちらを向いてくるのに、月光はにやりと笑って、言った。

「いいや。おまえらが仲間で、俺は幸せだって話だ」

　という言葉に、セルジュとハスガ、泉がこちらを見て、驚いたように目を見開き、

「えええええー、なんかそれ、すっごいゲッコーぽんらしくな……」

「うるさい。時間がない。もう進むぞ」

　と、月光は遮さえぎる。それから生徒会室の白い壁かべへと目を向け、

「俺たちで……この生徒会の仲間で、世界を救う。開け！」

　と、《道み程ち》を開く。

「よっしゃ、いこー！　急げ急げ！」

　と泉がその《道み程ち》を、くぐる。

　セルジュが、ハスガが、くぐる。

　美雷がこちらを見上げてくるので、さっさといけ、とうながす。

　すると美雷も《道み程ち》をくぐる。

　そして最後に、月光は次元の歪ゆがみをくぐり、向こう側へいったところで──

「…………」

　生徒会室に、残りのメンバーが、揃そろう。

　サイトヒメアと、鉄くろがね大兎が、扉とびらを開いて生徒会室に入ってきて。

　月光はそれを、振り返って見つめる。

　かつての、二人の仲間を見つめてから、もう一度。

「……閉じろ」

　と、命じて、生徒会室との《道み程ち》を、閉じた。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　世界崩ほう壊かいまで、あと二十四時間。







　あとがき




　さて。

　ここまで読み終わった、ということは、もう、みなさん、『いつか天てん魔まの黒ウサギ』はあと残り一冊となったわけですね！

　ちょっと今回は、衝しよう撃げき的な展開が多かったと思います。

　それぞれの関係が一気に進んで、さらにほとんどの伏ふく線せんが回収されてきています。

　そしてなんだかんだで、長編12巻。

　短編集とあわせると、17冊も出ているわけで、ふと気付いたらけっこうな長編になったわけですが、それも残りあと一冊です。

　まぁただ、今回は内容が内容だったので、僕的には、寂さびしいな、というよりも、大たい兎とやヒメア、月げつ光こうや美み雷らいたちが、いったいどうなっちゃうんだろう？　という感じなのですが。

　そして次の巻を書くときはきっと、最後のほうは寂しい気分になる気がします。

　でも、それと同時に嬉うれしい気分になると思います。

　それは最後までみんなに愛してもらえて、書きたいと思うところまで書けたことに。

　さらに、５年もやってるシリーズですから、その間に考えたことや、書きたかったことを思い出したり、みんなに喜んでもらえたかなーと、思ったり。

　本当は10巻で終わるようにプロット組んだのが３冊も増えてしまったのですが（だめよねー笑）しかし、泣いても笑っても次回がついに最終巻！

　みなさん、ここまできたからには最後までお付き合いくださいー！




　と、そんなことを言いつつ、新作の準備も始まっているという！（なんだってー！）

　いや、なんか、担当編集さんが言いました。

担当「いや───、いつ天が人気を保ったまま、ドカーンと大々的にクライマックスを迎むかえるわけです！　しかしそれはつまり、鏡かがみさんにお休みはないということです！」

僕「え───────!?　でもでも、伝説の勇者の伝説はまだもうちょっと続くよ？」

担「そんなことは知りません！」

僕「えええええ、あの、でも、ほら、終わりのセラフとかもやってるよ？」

担「集英社さんにはぜってぇえええええ負けねぇえええええええええ！」

　と、なんか、担当さんの口調がいつもと違ちがうなーと思ったみなさん。正解です。新しい担当さんがつきました。

　ファンタジア文庫の、副編集長さん、ハーギーです。僕とほぼ同年代。全身おしゃれアイテムで固め、ゴツイ指輪がトレードマーク。ものすごい熱い人が担当についてしまい、担当についた瞬しゆん間かん、

担「鏡さんの作品は、すぐに全部読みました！　さらに最近また読み直しました！　いつ天のクライマックス、任せてください！　あと、伝勇伝も任せてください！　さらに新作もやりますよおおおおおお夜中でもいつでも打ち合わせします！　よろしくお願いします！」

　と、圧あつ倒とうされているうちに、いつの間にか新作が始まっていました。

　なんてこった。

　でも、やっぱり熱くやるっていうのはすごく楽しいので、新作が始まったら、そちらもみんな、よろしくねー！　たぶん、いつ天の完結巻と一いつ緒しよくらいのタイミングで出ると思うので、楽しみにしててくださ──

担「いやいやいやいや、そんなゆっくりしませんよ！　鏡さんの書いた企き画かく書しよがおもしろすぎて、僕はノックアウト寸前なくらいめちゃくちゃ興奮してるので、企画会議も通してきちゃってます！」

僕「ちょ、聞いてないんだけど……」

担「いま言いました！」

僕「あの……」

担「そしてもう、ここでこっそり告知しましょう！　告知！」

僕「えええええ～、そんなの用意する時間は……」

担「できます！　鏡さんならできる！　だから僕は鏡さんの担当に手をあげたんです！　ありがとうございます！」

僕「って、もうお礼言ってるってことは、やること前提じゃねぇか！」

担「さすがです！」

僕「だからっ！　その言い方はやること前提じゃ……」

担「ね？　みんなも見たいよね？」

僕「おまえは話を聞けぇええええええええええええ！」

　と、叫さけんだのもむなしく、昨日、ハーギーと徹てつ夜やの打ち合わせが行われました。いつ天がどういう作品でハーギーがいかにそれが好きか、伝勇伝がどういう作品でハーギーがいかにそれが好きか、そして僕が新作はどうしたいか、みたいなのを話しまくらされて、朝方には僕も盛り上がって、

僕＆担『やるぜぁあああああああああ！』

　となっている、不思議。

　怖こわい。

　富士見が送り込んできた刺し客かくがやばすぎる……

　でも、冗じよう談だんはさておき（七割冗談ではないのですが）、新作の告知をチラリズム。

　これです！
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　こんな感じで、いきます。

　過去に例がないほどとんでもなく大量の設定と企画書を書いていて、僕としてはかなり新しい作品になると思います。いつ天、伝勇伝、終わりのセラフとともに、愛してもらえるといいなーと願っております。




　しかしその前に、いつ天クライマックス！

　最後までぜひ、お楽しみに！





鏡貴たか也や












いつか天てん魔まの黒くろウサギ12




初しよ夜やと最さい後ごの五いつ日か間かん








鏡かがみ　貴たか也や
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